


2広報 諫早 ２００６年（平成１８年）４月号

　市は、３月定例市議会（３月３日から２８日まで開催）に、諫早
市基本構想や平成１８年度の一般会計当初予算案、諫早市個人情報
保護条例案など７３議案を提出しています。
　また、吉次市長は議会の開会にあたり、平成１８年度の施政方針
を発表しました。この方針は、新市建設の土台づくりとなる「諫
早市総合計画案」に基づき、基本となる市政の運営や重要な施策
などについて、市長の考え方を述べたものです。
　市は、市議会や市民の皆さんと一緒に考え、よりよい施策を実
施していきたいと考えています。

　

新
・
諫
早
市
の
今
後

年
間
の
方
向
を
決
定
す
る
「
諫

１０

早
市
総
合
計
画
案
」
を
策
定

　

昨
年
３
月
１
日
、
新
た
に
諫
早
市
が
誕
生
し
て
１
年

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
、
昨
年
４
月
に
市
長
に

就
任
し
て
以
来
、
市
議
会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
新
・
諫
早
市
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る

た
め
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
本
市
の
　
年
間
の
方
向
を
決
定
す
る

１０

「
諫
早
市
総
合
計
画
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
審
議

会
や
市
民
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
総
合
計
画
審
議
会

に
お
い
て
熱
心
な
ご
議
論
を
賜
り
、
去
る
２
月
　
日
に

１５

最
終
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
程
、
同

計
画
の
柱
で
あ
り
、
市
政
の
総
合
的
、
計
画
的
な
運
営

の
基
本
と
な
る
「
諫
早
市
基
本
構
想
案
」
を
本
議
会
に

提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
今
後
　
年
は
ま
さ
に
新
市
建
設
の
た
め
の
土

１０

台
づ
く
り
期
間
で
あ
り
、
特
に
「
ひ
と
づ
く
り
」
が
す

べ
て
の
根
幹
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
ひ
と

が
輝
く
創
造
都
市
・
諫
早
」
の
実
現
の
た
め
、
常
に
「
市

民
主
役
」「
対
話
の
市
政
」
を
基
本
に
、
市
政
運
営
に
粉

骨
砕
身
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　「
ひ
と
づ
く
り
」
に
お
き
ま
し
て
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
は
、
少
子
化
や
遊
び
の

変
化
、
高
度
情
報
化
社
会
の
進
行
、
治
安
の
悪
化
な
ど

に
伴
い
、
限
ら
れ
た
空
間
だ
け
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
戸
外
で
自
由
に
遊
び
に
く
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
に
自
主
性
や
社
会
性
、
協
調

施
政
方
針
（
要
旨
）

「
ひ
と
が
輝
く
創
造
都
市
・
諫
早
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

―
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
、
豊
か
な
産
業
と
暮
ら
し
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
―

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
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特集１　施政方針



3 ２００６年（平成１８年）４月号 広報 諫早

学
校
教
育
は
も
と
よ
り
市
民
が
日
常
的
に
生
涯
学
習
に

親
し
み
、「
教
育
の
ま
ち
」、「
文
化
の
ま
ち
」
諫
早
の
推

進
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
◎
基
本
目
標
「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」

　
集
落
営
農
や
圃
場
整
備
事
業
の
推
進
、
水
源
か
ん
養

や
災
害
防
止
な
ど
を
目
的
と
す
る
新
広
葉
樹
植
栽
　
か
１０

年
計
画
の
開
始
、
つ
く
り
育
て
る
水
産
業
な
ど
魅
力
あ

る
農
林
水
産
業
の
振
興
、
ま
た
、
創
業
支
援
や
ま
ち
づ

く
り
工
房
の
設
置
、
国
営
諫
早
湾
干
拓
農
地
で
の
営
農

開
始
の
円
滑
化
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
◎
基
本
目
標
「
暮
ら
し
の
充
実
」

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
介
護
保
険
制

度
の
改
正
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
障
害

者
自
立
支
援
法
施
行
に
伴
う
各
種
施
策
の
実
施
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
、
ま
た
自
然
と
共
生
す
る

暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組

み
、
治
水
対
策
や
生
活
排
水
対
策
事
業
の
推
進
、
広
域

幹
線
道
路
網
や
生
活
道
路
網
の
整
備
な
ど
を
重
点
的
に

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
◎
基
本
目
標
「
市
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
地
域
活
動
の
拠
点
施
設
で
あ
る
ふ
れ
あ
い
施
設
の
整

備
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
な
行
政
運
営
推

進
を
図
る
新
庁
舎
の
建
設
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
行
政
改
革
の
具
体
的

17

21

な
取
り
組
み
を
明
示
し
た
、行
政
改
革
を
推
進
す
る「
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
作
成
中
で
あ
り
、
今
後
は
そ
の
推

進
体
制
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
個
人
情

報
保
護
条
例
の
制
定
や
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

性
が
十
分
に
身
に
付
か
ず
、「
キ
レ
る
」
な
ど
情
操
が
不

安
定
な
子
ど
も
が
い
る
な
ど
、
家
庭
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
状
況
も
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
私
は
、
諫
早
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し

く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
、
優
し
い
心
を
育
て
る
場
と

し
て
、
ま
た
、
親
子
で
の
び
の
び
と
遊
び
、
大
人
も
学

べ
る
場
と
し
て
「
こ
ど
も
の
城
」
の
整
備
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
「
こ
ど
も
の
城
」
が
具
体
的
に
担
う
べ
き
役
割

や
施
設
建
設
の
整
備
要
件
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
う

「
諫
早
市
こ
ど
も
の
城
建
設
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、

熱
心
な
議
論
を
い
た
だ
き
、
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
報
告
書
で
は
、
自
然
を
活
か
し
『「
豊
か
な
心
」
と

「
生
き
る
力
」
を
育
む
拠
点
と
な
る
施
設
づ
く
り
』
が

提
言
さ
れ
、
既
存
の
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
や
市
民
参
加
の
企
画
運
営
体
制
づ
く
り
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
報
告
書
の
施
設
内
容
要
件
等
を
踏
ま
え
、「
こ
ど
も
の

城
」
の
整
備
予
定
地
と
し
て
は
、
自
然
環
境
に
優
れ
、

屋
内
、
屋
外
施
設
を
一
体
的
に
計
画
で
き
る
広
さ
を
持

つ
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
ま
た
、
子
ど
も
を

め
ぐ
る
今
日
の
社
会
状
況
を
考
え
ま
す
と
き
、
早
期
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
用
地
を
市
が
所
有

し
て
い
る
「
白
木
峰
高
原
」
に
整
備
す
る
こ
と
に
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
早
期

の
事
業
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
◎
基
本
目
標
「
輝
く
ひ
と
づ
く
り
」

　
い
さ
は
や
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
の
実
践
、
中
央
保
育

所
の
移
転
整
備
、
少
人
数
学
級
の
編
制
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、



4広報 諫早 ２００６年（平成１８年）４月号

まちづくりの羅針盤 土台づくりプロジェクト 基本目標 将来都市像 

◎第1プラン 
（仮称）こどもの城整備プロジェクト 

◎第2プラン 
　個性を伸ばす教育環境づくり 
　プロジェクト 

◎第3プラン 
　歴史を活かし芸術文化をはぐくむ 
　まちプロジェクト 

◎第4プラン 
　スポーツ・レクリエーション都市 
　プロジェクト 

◎第5プラン 
　食料・農業・農村再生プロジェクト 

◎第6プラン 
　森と海の再生プロジェクト 

◎第7プラン 
　商店街魅力再生プロジェクト 

◎第9プラン 
　地域で暮らす福祉基盤づくり 
　プロジェクト 

◎第10プラン 
　市民と取り組む環境対策推進 
　プロジェクト 

◎第11プラン 
　市民の広場・諫早公園再生 
　プロジェクト 

◎第12プラン 
　総合防災対策プロジェクト 

◎第13プラン 
　桜並木堤防サイクリング道推進 
　プロジェクト 

◎第14プラン 
　次代を切り拓く交通基盤整備推進 
　プロジェクト 

◎第15プラン 
　住民主体の地域づくりプロジェクト 

◎第16プラン 
　新市庁舎建設プロジェクト 

◎第8プラン 
　新たな産業集積推進と人材養成 
　プロジェクト 

ひ
と
が
輝
く
創
造
都
市
・
諫
早 

自
然
の
恵
み
を
活
か
し
、
豊
か
な
産
業
と
暮
ら
し
を
育
む
ま
ち
づ
く
り 

活力ある 
産業づくり 

暮らしの 
充実 

市民主役の 
まちづくり 

輝く 
ひとづくり 

魅力ある農林水産業 

活力ある商工業 

交流が育てる観光・物産 

新たな産業活力の創出 

支え合う暮らし 

自然と共生する暮らし 

安心安全な暮らし 

快適な暮らし 

協働のまちづくり 

未来に続くまちづくり 

健やかなひとづくり 

こころ豊かなひとづくり 

将来都市像を実現するための政策施策体系図 
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本
年
度
の
財
政
見
通
し
は
、
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市

税
収
入
の
伸
び
は
見
込
み
難
く
、
ま
た
「
三
位
一
体
の

改
革
」に
よ
る
地
方
交
付
税
、臨
時
財
政
対
策
債
の
縮
小
、

お
よ
び
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
な
ど
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
歳
出
は
、
市
債
残
高
の
増
加
に
伴
い
公
債

費
も
増
加
し
、
ま
た
、
旧
市
町
で
取
り
組
ん
で
き
た
継

続
事
業
お
よ
び
各
種
施
策
に
一
般
財
源
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、「
ひ
と
が
輝
く
創
造
都
市
・
諫
早
」
の

実
現
に
向
け
、
新
市
建
設
計
画
の
各
事
業
を
十
分
に
検

討
の
う
え
、
合
併
支
援
関
連
国
・
県
支
出
金
お
よ
び
合

併
特
例
債
を
活
用
、
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
と
も
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
歳

出
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
、
合
理
化
・
効
率
化
に
徹
底

的
に
取
り
組
み
、
財
政
体
質
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
５
３
８
億
５
０
０
万
円

と
な
り
、
前
年
度
本
予
算
額
と
比
較
す
る
と
　
億
２
、

３９

７
６
０
万
円
（
６
・
８
％
）
の
減
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事
業
、
老
人
保

健
、
介
護
保
険
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落

排
水
事
業
、
浄
化
槽
事
業
、
駐
車
場
事
業
、
墓
園
事
業
、

公
共
用
地
等
先
行
取
得
事
業
）の
総
額
は
、４
５
５
億
５
、

２
１
０
万
７
千
円
と
な
り
、
前
年
度
本
予
算
額
と
比
較

す
る
と
１
・
９
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
計
で
は
、

　
億
１
、
８
５
８
万
７
千
円
（
４
・
６
％
）
の
減
と
な

４８り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
財
政
課
）

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、財
政
体
質
の

健
全
化
を
目
指
し
ま
す
。

   平成１８年度一般会計予算案
  ５３８億５００万円　

特集１　施政方針

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななののののののののののののののののののののののままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算

歳入（１年間の収入） 歳出（１年間の支出）

福祉費（19.1％） 
102億7,272万円 

公債費（17.0％） 
91億3,378万円 

健康費（9.9％） 

土木費（6.8％） 

53億2,103万4千円 

企画振興費（5.5％） 

51億9,977万1千円 

生活環境費（7.4％） 

49億17万7千円 

教育費（9.7％） 

39億9,615万5千円 
36億3,587万1千円 

都市整備費（9.1％） 

29億4,518万6千円 

農林水産費（3.6％） 
19億2,095万1千円 

総務費（3.0％） 
16億2,162万4千円 

財務費（2.3％） 
12億5,736万5千円 

その他（1.1％） 
6億822万5千円 
商工労働費（2.2％） 
12億102万3千円 

消防防災費（3.3％） 
17億9,111万8千円 

市　税 
（28.1％） 

地方交付税 
（25.5％） 

国庫支出金 
（10.3％） 

市債（10.3％） 

県支出金（6.9％） 

繰入金（6.4％） 

151億3,545万3千円 

137億円 

55億6,130万円 

55億2,592万5千円 

37億1,981万9千円 

地方譲与税（3.1％） 
16億8,550万円 

地方消費税交付金（2.6％） 
14億200万円 

その他（1.3％） 
6億9,700万円 

34億2,930万1千円 

諸収入（2.2％） 
11億8,531万2千円 

その他（3.3％） 
17億6,339万円 

依
存
財
源 

60.0％ 

自
主
財
源 

40.0％ 
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◎
（
仮
称
）
こ
ど
も
の
城
建
設
事
業

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な

心
と
生
き
る
力
を
培
い
、
子
ど
も
も
大

人
も
と
も
に
学
び
育
っ
て
い
く
場
と
機

会
を
提
供
す
る
た
め
、
屋
内
や
屋
外
で

の
活
動
が
で
き
る
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

（
継
続
　
基
本
設
計
、
実
施
設
計
費
な

ど
７
、
０
０
０
万
円
）

◎
子
育
て
支
援
委
員
会
設
置
事
業

　「
い
さ
は
や
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
」の

具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
、
日
常
生
活

圏
域
ご
と
に
「
子
育
て
支
援
委
員
会
」

を
設
置
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。（
新
規

養
成
講
座
開
催
な
ど
１
６
０
万
円
）

◎
諫
早
中
央
保
育
所
施
設
整
備
事
業

　
諫
早
南
部
第
1
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
に
伴
う
中
央
保
育
所
の
移
転
整
備

に
あ
た
り
、
子
育
て
家
庭
全
体
へ
の
支

援
機
能
を
付
加
し
た
拠
点
施
設
と
し
て
、

災
害
等
の
緊
急
時
に
対
応
す
る
保
育
施

設
の
確
保
や
子
育
て
相
談
な
ど
の
充
実

を
図
り
ま
す
。（
新
規
　
基
本
設
計
、
実

施
設
計
費
な
ど
１
、
１
９
１
万
円
）

◎
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
整
備
事
業

　
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
機
器
の
再
整
備
を
年
次
的
に
進
め
、

高
度
情
報
通
信
社
会
に
対
応
で
き
る
児

童
・
生
徒
の
育
成
を
図
り
ま
す
。（
継
続

　
２
億
４
、
２
７
５
万
円
）

◎
少
人
数
学
級
の
編
制

　
小
学
１
年
生
は
１
学
級
　
人
、
6
年

３０

生
と
中
学
１
年
生
は
１
学
級
　
人
の
少

３５

人
数
学
級
編
制
を
行
い
、
生
活
や
学
習

環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
体
制
と
し

ま
す
。

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
食
の
安
全
、
衛
生
対
策
の
一
層
の
推

進
と
均
衡
あ
る
実
施
の
観
点
か
ら
、
諫

早
地
域
　
小
学
校
へ
の
給
食
を
調
理
・

１５

配
送
す
る
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
の
給
食
セ

ン
タ
ー
を
津
久
葉
町
に
整
備
し
ま
す
。

（
継
続
　
建
設
費
　
億
８
、
５
９
０
万

１０

円
）

◎
児
童
手
当
支
給
事
業

　
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
児
童
手
当
を
支
給
し
、

家
庭
生
活
の
安
定
と
次
代
の
社
会
を
担

う
児
童
の
健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。（
継

続
　
　
億
１
、
５
７
２
万
円
）

１０

◎
プ
ラ
ハ
管
弦
楽
団
公
演
開
催
事
業

　
市
民
の
豊
か
な
感
性
と
心
豊
か
な
ひ

と
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
新
市
誕
生
を

記
念
し
、
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
管
弦
楽
団

に
よ
る
世
界
的
な
演
奏
会
を
開
催
し
ま

す
。（
新
規
　
４
０
０
万
円
）

◎
地
域
運
動
会
等
支
援
事
業

　
地
域
運
動
会
等
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

へ
の
支
援
を
行
い
、
市
民
の
健
康
増
進
、

地
域
交
流
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り

ま
す
。（
継
続
　
１
、０
７
５
万
７
千
円
）

◎
市
民
の
国
際
化
推
進
事
業

　
市
民
の
自
発
的
な
国
際
交
流
を
促
進

し
、
国
際
化
時
代
に
対
応
し
た
ま
ち
づ

く
り
、
国
際
性
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。（
継
続
　
９
４
０
万
円
）

　　
　　　　　　
基本目基本目標標

　　輝く輝く　　
ひとづくひとづくりり

健
や
か
な
ひ
と
づ
く
り

こ
こ
ろ
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り
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◎
田
井
原
地
区
圃
場
整
備
事
業

　
農
地
の
区
画
整
理
と
あ
わ
せ
関
連
す

る
用
排
水
路
、
農
道
な
ど
を
総
合
的
に

整
備
し
、
農
地
の
集
団
化
、
農
作
業
の

効
率
や
営
農
条
件
の
向
上
を
目
指
し
ま

す
。（
継
続
　
区
画
整
理
工
事
な
ど
１
億

１
０
３
万
円
）

◎
複
合
経
営
促
進
施
設
整
備
事
業

　
規
模
拡
大
の
意
欲
が
あ
る
認
定
農
業

者
が
行
う
施
設
の
拡
大
整
備
に
支
援
を

行
い
、
農
業
経
営
の
拡
充
と
産
地
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。（
継
続
　
１
億
７
、
９

７
２
万
１
千
円
）

◎
人
参
選
果
機
導
入
事
業

　
に
ん
じ
ん
の
選
果
能
力
の
向
上
に
よ

り
、
製
品
を
均
一
化
し
付
加
価
値
を
高

め
、
産
地
の
維
持
拡
大
を
図
り
ま
す
。

（
新
規
　
選
果
機
導
入
な
ど
３
億
２
、

３
９
８
万
円
）

◎
広
葉
樹
植
栽
事
業

 　
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
森
林
の
も

つ
各
種
公
益
的
機
能
の
強
化
の
た
め
新

市
の
全
森
林
区
域
を
対
象
に
、
今
後
　１０

年
で
ク
ヌ
ギ
・
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
広
葉
樹

を
植
栽
し
、
水
資
源
の
か
ん
養
や
国
土

保
全
な
ど
に
努
め
ま
す
。

（
新
規
　
２
、
３
３
３
万
２
千
円
）

◎
市
民
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

　「（
仮
称
）
ア
エ
ル
い
さ
は
や
」
内
に
、

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
と
な

る「
ま
ち
づ
く
り
研
究
室
」な
ど
を
整
備
・

活
用
し
、中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。（
新
規
　
４
９
５
万
７
千
円
）

◎
商
店
街
再
発
見
支
援
事
業

　
個
店
が
持
つ
魅
力
を
再
発
見
し
、
自

信
を
持
っ
て
薦
め
ら
れ
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
創
り
出
し
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
一
店
逸
品
運
動
の
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。（
継
続
　
２
４
０
万
円
）

◎
諫
早
湾
干
拓
推
進
水
辺
空
間
づ
く
り

推
進
事
業

　
自
然
干
陸
地
に
コ
ス
モ
ス
や
菜
の
花

を
植
栽
し
、
水
辺
空
間
の
保
全
を
図
り

観
光
や
環
境
教
育
・
学
習
の
拠
点
と
す

る
、
魅
力
あ
る
自
然
豊
か
な
水
辺
空
間

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。（
継
続
　
６
０

０
万
円
）

◎
観
光
情
報
発
信
事
業

　
市
内
観
光
者
の
増
加
と
利
便
性
を
高

め
る
た
め
、
諫
早
の
見
ど
こ
ろ
や
特
産

品
を
紹
介
し
た
手
軽
な
観
光
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。（
継
続
　
１
３

６
万
５
千
円
）

◎
観
光
イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業

　
凧
揚
げ
大
会
「
あ
ぐ
う
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
な

ど
地
域
の
活
性
化
を
図
る
観
光
イ
ベ
ン

ト
を
支
援
し
ま
す
。（
継
続
　
１
６
５
万

円
）

◎
新
事
業
創
造
活
動
支
援
事
業

　
新
規
開
業
や
新
事
業
の
構
想
が
あ
る

事
業
者
お
よ
び
市
民
な
ど
か
ら
起
業
家

を
募
集
し
、
そ
の
予
備
研
究
や
実
践
活

動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な

地
域
産
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。（
継
続

　
１
０
３
万
５
千
円
）

◎
情
報
化
人
材
育
成
支
援
事
業

　
中
小
企
業
の
情
報
化
の
推
進
を
図
る

た
め
に
、
情
報
技
術
に
対
応
す
る
人
材

の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。（
継
続
　
６
８

６
万
４
千
円
）

特集１　施政方針

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななののののののののののののののののののののののままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算

魅
力
あ
る
農
林
水
産
業

交
流
が
育
て
る
観
光
・
物
産

活
力
あ
る
商
工
業

　　　　　　
　　基本目標

活力あ活力あるる
産業づく産業づくりり

新
た
な
産
業
活
力
の
創
出
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◎
地
域
密
着
型
介
護（
介
護
予
防
）サ
ー

ビ
ス
事
業

　
在
宅
の
要
介
護
認
定
者
な
ど
に
対
し
、

本
人
や
家
庭
の
事
情
な
ど
を
考
慮
し
て
、

通
所
や
宿
泊
、
訪
問
な
ど
を
一
体
的
に

に
組
み
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。（
新
規
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
〔
要
介

護
者
〕
９
億
２
、
５
０
８
万
６
千
円
、

〔
要
支
援
者
〕
３
、
０
７
１
万
円
）

◎
地
域
支
援
事
業

　
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
次
の
地
域
支
援
事
業
が
新
た

に
始
ま
り
ま
す
。
○
介
護
予
防
特
定
高

齢
者
施
策
事
業
（
新
規
　
４
、
５
２
６

万
９
千
円
）
○
介
護
予
防
一
般
高
齢
者
施

策
事
業
（
新
規
　
７
５
９
万
６
千
円
）
○

包
括
的
支
援
事
業
（
新
規
８
、
０
７
８

万
４
千
円
）
○
任
意
事
業
（
新
規
　
１
、

３
６
４
万
６
千
円
）

◎
保
健
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

　
よ
り
細
や
か
な
保
健
指
導
を
行
う
た

め
、
市
民
の
母
子
健
診
、
住
民
健
診
、

予
防
接
種
な
ど
の
保
健
デ
ー
タ
を
一
元

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
集
計
・
分
析
・

評
価
す
る
保
健
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
ま
す
。（
新
規
　
２
、
５
７
８
万
７
千

円
）

◎
発
達
障
害
支
援
事
業

　
自
閉
症
、
広
汎
性
発
達
障
害
な
ど
の

発
達
障
害
を
有
す
る
障
害
児
（
者
）
の

乳
幼
児
期
か
ら
成
人
期
ま
で
の
一
貫
し

た
支
援
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。（
新

規
　
３
１
６
万
１
千
円
）

◎
高
城
公
園
等
整
備
事
業

　
高
城
公
園
広
場
や
高
城
回
廊
の
園
路

舗
装
や
遊
戯
施
設
な
ど
を
整
備
し
、
諫

早
公
園
と
の
一
体
化
を
図
り
市
民
に
親

し
ま
れ
る
開
放
的
な
空
間
を
創
造
し
ま

す
。（
継
続
　
７
、
３
５
０
万
円
）　

◎
浄
水
場
施
設
更
新
事
業

　
老
朽
化
し
た
浄
水
場
施
設
を
年
次
的

に
改
修
し
、
機
能
充
実
を
図
り
、
水
道

水
の
安
定
供
給
を
行
い
ま
す
。（
継
続
　

５
、
５
０
０
万
円
）

◎
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

　
新
聞
・
雑
誌
・
雑
が
み
な
ど
の
資
源

物
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を
市
役
所
な
ど
に

配
置
し
、
市
民
が
日
常
的
に
分
別
・
排

出
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
ご
み
の
減

量
化
を
推
進
し
ま
す
。（
継
続
　
３
７
３

万
９
千
円
）

◎
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

　
森
山
町
鋤
崎
地
区
な
ど
９
地
区
の
急

傾
斜
地
に
つ
い
て
崩
壊
に
よ
る
災
害
か

ら
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

併
せ
て
背
後
地
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

（
継
続
　
８
、
４
５
０
万
円
） 

◎
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

　
市
内
の
主
要
な
河
川
や
海
岸
な
ど
６

箇
所
に
防
災
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

台
風
時
の
水
位
状
況
な
ど
を
把
握
し
防

災
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。（
新
規
　

７
７
０
万
円
）

 ◎
道
路
橋
り
ょ
う
整
備
事
業

　
幹
線
道
路
や
市
民
生
活
に
密
着
し
た

道
路
お
よ
び
橋
り
ょ
う
を
整
備
し
、
安

全
で
快
適
な
道
路
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。（
継
続
　
　
億
８
、０
５
５
万
１
千
円
）

１６

◎
諫
早
南
部
第
１
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
　
公
共
施
設
の
整
備
や
居
住
環
境
の
改
善

を
図
り
、
中
心
市
街
地
と
一
体
と
な
っ
た

市
街
地
の
再
生
を
目
指
し
、
関
連
事
業
と

し
て
通
学
路
の
安
全
確
保
や
市
街
地
へ

の
円
滑
な
交
通
体
系
を
確
保
し
ま
す
。

（
継
続
　
　
億
８
、
２
３
３
万
７
千
円
）

１２

◎
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
事
業

　
公
共
用
水
域
お
よ
び
農
業
用
用
排
水

の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
を
図

る
た
め
、計
画
的
な
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

（
継
続
　
　
億
７
、
９
６
０
万
円
）

４６

自
然
と
共
生
す
る
暮
ら
し

安
心
安
全
な
暮
ら
し

快
適
な
暮
ら
し

基本目標

暮らし暮らしのの充実充実

支
え
合
う
暮
ら
し
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◎
ふ
れ
あ
い
施
設
整
備
事
業

　
生
涯
学
習
、
休
養
と
健
康
づ
く
り
な

ど
地
域
活
動
の
拠
点
施
設
を
整
備
し
、

地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
と
と

も
に
連
帯
感
を
高
め
、
よ
り
潤
い
の
あ

る
市
民
生
活
の
実
現
を
図
り
ま
す
。（
継

続
　〔
小
栗
地
区
〕用
地
取
得
費
ほ
か
１

億
６
、
８
３
０
万
円
　〔
有
喜
地
区
〕
基

本
計
画
費
ほ
か
１
、
１
５
０
万
円
）

◎
地
域
審
議
会
事
務

　「
各
地
域
の
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
よ
り
具
体
化
す
る
「
地
域
振
興
計
画
」

を
策
定
す
る
た
め
、各
地
域
審
議
会
に
お

い
て
住
民
自
ら
地
域
の
課
題
を
考
え
、話

し
合
い
、地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

図
り
ま
す
。（
継
続
　
６
５
０
万
円
）

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
と
活
動

を
支
援
し
、
地
域
福
祉
の
向
上
を
図
り

ま
す
。（
継
続
　
６
０
０
万
円
）

◎
諫
早
市
基
本
図
作
製
事
務

　
図
面
に
関
わ
る
事
務
や
計
画
策
定
、

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
活
用
す
る

デ
ジ
タ
ル
基
本
図
を
作
製
し
、
各
種
業

務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。（
新
規
　
２

億
１
千
万
円
）

◎
戸
籍
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

　
本
庁
、
各
支
所
な
ど
で
管
理
す
る
戸

籍
簿
な
ど
を
一
元
管
理
し
、
事
務
の
効

率
化
と
戸
籍
証
明
書
の
交
付
時
間
の
短

縮
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

ま
す
。（
新
規
　
３
億
円
）

◎
新
庁
舎
施
設
整
備
事
業

　
市
民
の
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
機
能

を
取
り
入
れ
た
新
庁
舎
を
整
備
し
、
市

民
の
利
便
性
の
向
上
と
行
政
運
営
の
効

率
化
を
図
り
ま
す
。（
新
規
　
基
本
設
計
、

地
質
調
査
費
１
、
５
０
０
万
円
）

特集１　施政方針

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななののののののののののののののののののののののままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算

　　
　　　　　　　
基本目標

市民主役市民主役のの
まちづくまちづくりり

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

未
来
に
続
く
ま
ち
づ
く
り
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高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に

介
護
保
険
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

団
塊
世
代
が
高
齢
期
に
到
達
す
る

２
０
１
５
年
を
目
前
に
控
え

認
知
症
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

尊
厳
あ
る
そ
の
人
ら
し
い
生
涯
を
送
る
た
め
に
は

介
護
や
医
療
な
ど
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
ば
か
り
で
な
く

地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
体
制
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
要
介
護
状
態
に
な
る
前
か
ら

健
康
管
理
や
予
防
対
策
を
行
い

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

状
態
の
悪
化
を
防
ぎ

継
続
的
・
包
括
的
な
ケ
ア
が

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら

今
回
、
予
防
を
重
視
し
た
シ
ス
テ
ム
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

（
市
高
齢
介
護
課
）

　
人
生
を
楽
し
く
有
意
義
に
生
き
る
た
め
に

は
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

か
、
で
き
る
だ
け
遅
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
介
護
予
防
と
は
、
要
介
護
状
態
に
な
る

こ
と
を
防
い
で
、
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

―
新
予
防
給
付
の
創
設
―

　
生
活
機
能
が
改
善
す
る
可
能
性
が
高
い
軽

度
の
高
齢
者
に
対
し
、
要
介
護
状
態
の
軽
減

や
悪
化
防
止
を
目
的
と
し
た
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
現
行
の
介
護

度
区
分
を
細
分
化
し
ま
す
。

―
地
域
支
援
事
業
の
創
設
―

　
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
事
業

を
新
た
に
設
け
、
地
域
に
お
い
て
介
護
保
険

と
あ
わ
せ
て
継
続
的
な
介
護
保
険
事
業
の
運

営
を
行
い
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

―
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
―

　
在
宅
介
護
を
支
援
す
る
た
め
、
身
近
な
場

所
で
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
を
創
設
し
ま
す
。

―
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設
―

　
保
健
師
な
ど
専
門
職
員
を
配
置
し
、
高
齢

者
を
総
合
的
に
支
援
す
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
創
設
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
６
年
。

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
要
す
る
高
齢
者

と
そ
の
家
族
を
支
え
る
社
会
の
仕
組
み
の
一

つ
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
要
介
護
認
定
者
が
増
え
続
け
、

特
に
要
支
援
や
要
介
護
１
の
軽
度
の
人
が
急

増
し
、
介
護
保
険
制
度
か
ら
給
付
さ
れ
る
費

用
は
年
々
増
加
。
平
成
　
年
度
の
全
国
ベ
ー

１７

ス
で
の
介
護
保
険
の
給
付
費
は
、
約
７
兆
円

（
ス
タ
ー
ト
時
の
約
２
倍
）
に
達
す
る
勢
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
人
口
、

高
齢
化
率
は
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が

　
歳
以
上
に
な
る
平
成
　
年
度
に
ピ
ー
ク
を

６５

２６

迎
え
、
高
齢
者
介
護
の
状
況
も
大
き
な
変
革

期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
、
介
護
保
険
制

度
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
、
国
で

は
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
の
制
度
見
直
し
に

１８

つ
い
て
論
議
さ
れ
、
介
護
保
険
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
も
、
こ
の
国
の
制
度
見
直
し
に
対
応
し

た
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
、
こ
の
計

画
に
基
づ
き
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な

る
充
実
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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今
回
の
介
護
保
険
制
度
改
正
で
は
「
予

防
重
視
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
」
が
重
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
の
「
要
支
援
」・「
要
介

護
１
」
か
ら
「
要
介
護
５
」
の
６
段
階
を

改
め
、「
要
支
援
１
」「
要
支
援
２
」・「
要

介
護
１
」か
ら「
要
介
護
５
」の
７
段
階（
図

１
参
照
）
と
し
、「
要
支
援
１
」
お
よ
び

「
要
支
援
２
」
の
人
を
対
象
に
、
新
予
防

給
付
を
創
設
し
ま
す
。

　
こ
の
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
人
が
、
新
予

防
給
付
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
可
能
な
限

り
介
護
を
要
す
る
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
、
さ
ら
に
支
援
を
脱
す
る
よ
う
自
立

生
活
を
維
持
・
向
上
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
、生
活
機
能
の
維
持
・

向
上
の
観
点
か
ら
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
を
見

直
す
と
と
も
に
、
身
体
機
能
の
向
上
や
栄

養
改
善
、
口
腔
機
能
向
上
を
目
指
し
た

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
取
り
入
れ
ま
す
。

手
続
き
は

　
現
在
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
、

認
定
有
効
期
間
満
了
日
が
平
成
　
年
３
月
　

１８

３１

日
以
降
の
人
は
、
次
回
の
更
新
で
「
要
支
援

１
・
２
」
と
認
定
さ
れ
た
と
き
か
ら
新
制
度

の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
変
わ
り
ま
す
。

※
４
月
１
日
以
降
、
新
た
に
要
介
護
認
定
を
受

け
る
人
や
要
介
護
認
定
区
分
変
更
を
希
望
す

る
人
は
新
制
度
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

介護認定の区分が変わります（図１）

　
こ
れ
ま
で
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合
、

遠
く
に
あ
る
施
設
へ
入
所
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
、
在
宅
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
十

分
に
整
っ
て
い
な
い
地
域
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
制
度
改
革
で
、
通
い
を
中
心
に
概
ね

中
学
校
区
を
日
常
生
活
圏
域
と
し
て
、
必
要

な
施
設
が
計
画
的
に
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
利
用
者
の
状
態
や
希
望
に

応
じ
て
訪
問
サ
ー
ビ
ス
や
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を

組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
在
宅
で
の
暮
ら
し
を
継
続
で
き
る
環
境

が
整
い
ま
す
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
例

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　「
通
い
（
日
中
ケ
ア
）」「
訪
問
（
訪
問
ケ
ア
）」

「
泊
ま
り
（
夜
間
ケ
ア
）」
の
３
つ
の
機
能
を
組

み
合
わ
せ
た
利
用
者
　
人
程
度
の
小
規
模
な

１５

施
設
を
整
備
し
、
通
い
を
中
心
と
し
て
、
利

用
者
や
家
族
の
事
情
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
要
支
援
・
要
介
護
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
介
護
予
防
事
業
」

に
つ
い
て
は
、「
地
域
支
援
事
業
」
と
し
て
新

た
に
介
護
保
険
制
度
に
位
置
づ
け
、
こ
の
事

業
の
中
で
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
こ

と
を
防
ぎ
ま
す
。

主
な
介
護
予
防
の
事
業

■
特
定
高
齢
者
施
策

　
生
活
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
高
齢
者
を

対
象
と
し
て
行
い
ま
す
。

○
特
定
高
齢
者
把
握
事
業

　
健
康
診
査
事
業
に
合
わ
せ
て
、
体
力
測
定
な
ど
の

生
活
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
予
防
が
必
要
な
人
を
把

握
し
ま
す
。

○
通
所
型
介
護
予
防
事
業

　
通
所
が
で
き
る
人
を
対
象
に
、「
運
動
器
機
能
向
上

事
業
」「
栄
養
改
善
事
業
」「
口
腔
機
能
向
上
事
業
」

な
ど
を
各
地
域
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

○
訪
問
型
介
護
予
防
事
業

　
通
所
が
で
き
な
い
人
を
対
象
に
、「
認
知
症
予
防
事

業
」「
う
つ
予
防
訪
問
事
業
」「
栄
養
改
善
訪
問
事
業
」

な
ど
を
保
健
師
等
が
各
家
庭
を
訪
問
し
て
行
い
ま
す
。

■
一
般
高
齢
者
施
策

　
全
て
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
行
い
ま
す
。

○
介
護
普
及
啓
発
事
業

　
　
歳
に
な
っ
た
人
を
対
象
に
健
康
相
談
や
健
康
教

６５
育
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

　
地
域
自
主
組
織
で
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。
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高
齢
者
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い

の
か
、
ま
た
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
と
医
療
や
福
祉
で
の
サ
ー
ビ
ス

を
ど
の
よ
う
に
選
択
し
て
使
っ
て

い
け
ば
い
い
の
か
な
ど
、
高
齢
者
の

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
５
つ
の
圏

域
ご
と
に
設
置
し
ま
す
。
こ
こ
は
、

地
域
の
介
護
支
援
を
行
う
中
核
的

な
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
、
保
健
師

や
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
な
ど
の
専
門
的
な
職
員
が

様
々
な
相
談
を
受
け
、
高
齢
者
一
人

ひ
と
り
の
心
身
の
状
態
に
合
わ
せ

た
総
合
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

ポイント１
平成１８年度から介護保険料の基準額が変わります
　平成１８年度は３年に１度の介護保険料見直しの年に
なります。所得の確定後の７月に６５歳以上全
ての人に保険料決定額をお知らせします。
ポイント２
市内全てが均一賦課へ
　旧１市５町の保険料が統一されます。
ポイント３
保険料段階の「第２段階」を細分化します
　所得の低い人への保険料軽減を図るため、現行の「第
２段階」を細分化してより低い保険料額を設定します。
脅現在の「第２段階（市民税世帯非課税）」のうち、合
計所得金額と課税年金収入額の合計額が８０万円以下の
人は、《基準額×０．７５》から《基準額×０．５（予定）》
へ減額されます。
ポイント４
特別徴収（保険料を年金から自動的に差引く）の対象が拡大
　平成１８年１０月から特別徴収の対象の範囲が、遺族
年金、障害年金も含まれます。

ポイント５
税制改正による激変緩和措置
　税制改正によって、平成１８年度、１９年度の市民税が
世帯非課税から本人非課税または課税となる人と、本
人非課税から課税となる人について激変緩和措置がと
られます。

地域包括支援センターの担当圏域

電話番号住　　所圏　域
２７－０７３０宇都町２９－１（健康福祉センター内）中央部
２５－７０３０小船越町８４３－７北　部
４３－３３３０多良見町化屋１８１４西　部
３５－２８８７森山町下井牟田１２３８南　部
３２－６５５６高来町三部壱２８９－４東　部

市内に設置する５つの地域包括支援センター

※住所地を担当する地域包括支援センターへご相談ください。（4/1以降）
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全
国
各
地
で
児
童
生
徒
・
幼
児
の
連
れ
去
り
事
件
や
、
殺
人
事
件
な

ど
凶
悪
事
件
が
相
次
い
で
発
生
し
て
お
り
、
市
民
生
活
の
安
全
確
保
が

重
要
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、

「
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内
で
発

生
し
た
事
件
や
防
犯
情
報
を
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
事
前
登
録
し
た

各
種
団
体
や
個
人
に
発
信
し
、
注
意
・
協
力
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

こ
の
「
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
」
に
よ
っ
て
、
迅
速
な
情
報
提
供
が
で
き
、

市
民
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
、
身
近
な
犯
罪
を
防
止
し
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
て
、
学
校
・
保
護
者
・

地
域
に
対
し
て
災
害
や
事
件
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う

「
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。　
（
市
教
委
学
校

教
育
課
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
よ
う

４
月　

日
捷
か
ら
一
般
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

１０

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
下
記
の
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
、
画
面
の

指
示
に
従
っ
て
操
作
す
る
と
登
録
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　　 http://www.isahaya- snet.ed.jp（パソコン）
　　　　　　http://www.isahaya- snet.ed.jp/mobile（携帯電話）アドレス

「「「「「「「「「「ススススススススススククククククククククーーーーーーーーーールルルルルルルルルルネネネネネネネネネネッッッッッッッッッットトトトトトトトトト」」」」」」」」」」ホホホホホホホホホホーーーーーーーーーームムムムムムムムムムペペペペペペペペペペーーーーーーーーーー「スクールネット」ホームページジジジジジジジジジジ
インターネット上に公開され、市民の皆さんがいつでも自由に閲覧できます。
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　諫早図書館では、４月２５日から、イン
ターネットや携帯電話からも本の予約
ができるようになります。

■予約可能冊数／図書館カウンターで
の予約を含めて１０冊まで。

　○インターネット・携帯電話から予約
できるのは本だけです。

　○ビデオ・CDなどは、これまでどお
りカウンターでの予約となります。

■手続き／諫早図書館の利用者カード
をお持ちの人で、ユーザー登録が必要
です。詳しくは、図書館ホームページ
（http://www.lib.isahaya.nagasaki.jp/）
または図書館カウンターで確認くだ
さい。

※４月２５日から、携帯電話からも蔵書検
索ができるようになります。

　　　　　　　　　　　（諫早図書館）

　３月３１日から下記の区域の一部で下水道が利用できます。

　上記の区域に家屋などをお持ちの人は、下水道の供用開始
の日から３年以内に、汲み取り式トイレ（簡易水洗トイレを
含む）の水洗トイレへの改造や、台所・浴室などから出る生
活排水を下水道管に流すための排水設備工事を行っていただ
くことになります。
　排水設備工事は、市が指定した排水設備指定工事店が行い
ます。工事にかかる見積もりは無料ですので指定工事店にお
たずねください。なお、改造工事などの費用は個人負担とな
りますが、経済的負担を少なくするため、市は改造資金の融
資をあっせんする制度を設けています。　

（市下水道管理課・各支所下水道課）

区域地域
幸町・宇都町・西小路町・原口町・上野町・船越
町・立石町・福田町・日の出町・城見町・天満
町・栄田町・小船越町・貝津町・真崎町の各一部
区域

諫早地域

化屋・中里・木床・市布の各一部区域多良見地域

神津倉・東平原・黒崎・法川・町名の各一部区域高来地域

新田原・小川原浦・井崎の各一部区域小長井地域

　
　４月から、「諫早市消費生活センター」が高城会
館（諫早市高城町５－２５）にオープンします。
　業務内容は、悪質な訪問販売など消費者トラブ
ルの苦情・相談および解決に向けてのあっせんや
未然防止のための啓発など、消費生活に関するア
ドバイスなどを行います。相談日は、毎週月曜日
から金曜日（祝日や年末年始期間を除く）。ただし、
水曜日は高城会館が閉館日のため、原則電話相談
のみとなります。
　なお、従来の「市民相談室」につきましても、
「諫早市消費生活センター」に併設され、高城会
館に移転します。業務内容は、法律相談など従来
の定期相談や一般相談を行います。
※各支所でも消費生活相談や一般相談について受
け付けています。

■問い合わせ先／市民相談室または消費生活
　センター（４月から札２２－３１１３） ※車でお越しの場合は、事前にご連絡ください。
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　農林水産省が昨年６月から全国募集し、選
定を進めていた「疎水百選」に、本市の「小
野用水」が県内でただ一つ選ばれました。
　この「疎水百選」は、長い歴史の中で育ま
れ、地域によって守られてきた疎水を、国民
全体で保全活動に取り組み、次世代に継承す
ることなどを目的として実施されたものです。
　農業用水の機能を持ちながら、美しい景観
の形成など多面的機能を発揮している「小野
用水」。先人が残した貴重な歴史遺産として広
く知っていただき、市民の皆さんにますます
親しんでいただきたいと思います。

（市農村建設課）
※「疎水」とは、かんがいなどのための水を通
す目的で、土地を切り開いて設けた水路のこ
とです。

　「
第
　
回
市
栗
林
ス
ポ
ー
ツ
賞
」、「
第
　

３４

２３

回
市
浜
教
育
文
化
賞
」
の
受
賞
者
が
決
ま

り
２
月
　
日
、
諫
早
文
化
会
館
で
表
彰
式

１８

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
文
化
へ
の
貢
献
を
た
た
え
る
浜
文

化
章
は
、
森
ア
サ
ノ
さ
ん
（
小
長
井
町
）

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
森
さ
ん
は
、
小
学

校
教
諭
と
し
て
地
域
の
児
童
教
育
に
尽
力

さ
れ
、
退
職
後
は
、
小
長
井
文
化
協
会
会

長
と
し
て
地
域
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢

献
。
ま
た
、
旧
１
市
５
町
の
文
化
協
会
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
諫
早
市
文
化
芸
術
連

盟
の
結
成
に
積
極
的
に
参
画
さ
れ
る
な
ど
、

長
年
に
わ
た
っ
て
広
範
な
分
野
に
お
け
る

地
域
文
化
振
興
へ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
浜
教
育
文
化
賞
は
　
人
・

７４

３
団
体
。栗
林
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
２
０
４
人
・

１
団
体
の
児
童
生
徒
が
受
賞
し
ま
し
た
。

（
市
教
委
文
化
課
・
体
育
保
健
課
）

森アサノさん

【小野用水】
　小野用水は、本明川の山下渕から
 取水 し、市街地を通り、幸町、仲沖
しゅすい

町の田井原地区を経由し、半造川を
渡って小野平野へと流れています。
また、下流の半造川には、約２００年前
に小野地区の水不足を解消するため、
「 底  井  樋 （川底に管を埋設して水を

そこ い び

通すしくみ） 廻水 」が設置されまし
かいすい

た。これは、半造川に 樋  管 を埋め込
ひ かん

み、田井原地区の余り水を逆サイホ
ン方式（高低差［圧力差］を利用し
て水を移動させる方式）によって小
野地区に送り込むもので、その当時
としては、画期的な技術でした。
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　市のあらましや予算・人口などのデータ、
各部の事業概要などを掲載した「いさはや
市政概要２００５」を販売しています。
■販売場所／市秘書広報課（広報）
■価　　格／５００円（税込）

（市秘書広報課広報担当）

　
諫
早
市
総
合
計
画
審
議
会
（
西
村
会
長

ほ
か
委
員
　
名
）
は
、
昨
年
９
月
以
来
熱

２３

心
な
調
査
審
議
を
行
い
２
月
　
日
、
諫
早

１５

市
総
合
計
画
に
つ
い
て
最
終
答
申
を
行
な

い
ま
し
た
。

　
こ
の
答
申
は
、
昨
年
　
月
に
配
付
し
た

１２

諫
早
市
総
合
計
画
骨
格
素
案
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
折
り
込
ん
だ
「
市
長
へ
の
ハ
ガ
キ
」

に
よ
る
市
民
意
見
や
各
地
域
審
議
会
か
ら

の
意
見
な
ど

を
踏
ま
え
、
最

終
案
が
ま
と

め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
西
村
会
長
は
、「
本
計
画
に
基
づ
き
実
施

さ
れ
る
行
政
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
つ
つ
、
市
民
意

見
を
十
分
反
映
さ
れ
な
が
ら
、『
ひ
と
が
輝

く
創
造
都
市
・
諫
早
』
の
実
現
に
向
け
て

努
力
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
市
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
最
終
的
な
調

整
を
行
い
、「
諫
早
市
総
合
計
画
案
」
を
策

定
し
、「
諫
早
市
基
本
構
想
」
の
議
案
を
現

在
開
会
中
の
３
月
定
例
市
議
会
に
提
案
し

て
い
ま
す
。

（
市
企
画
調
整
課
）

《答申に反映された主な市民意見》
　市のまちづくりについて、市民の皆さん
から多方面にわたり多くの貴重なご意見
をいただきました。ご意見は、各部署で細
部にわたり検討し、今後の市政に活用させ
ていただきます。ありがとうございました。
　なお、今回いただいたご意見の中から、
答申に反映された主な『市民意見』をご紹
介します。また、反映された主な市民意見
は、総合計画策定後、ホームページでご紹
介します。
①目標人口を１５万人に変更
　骨格素案パンフレットで提案した人口
１４万５千人に対し、積極的な姿勢を示す
べきだとの意見などを踏まえ、各施策の効果的な展開
や産業団地計画など経済振興策の推進などにより、１０
年後の諫早市の目標人口を『１５万人』としました。
②土台づくりプロジェクトを追加
　市民から特に意見が多かった２項目を、１４項目の土
台づくりプロジェクトに、新たに追加しました。
○市民と取り組む環境対策推進プロジェクト
○市民の広場・諫早公園再生プロジェクト
③基本施策を追加、修正
○河川敷や堤防等を活用した散策路・サイクリング道
路などの整備と多自然型の川づくり、水に触れ親し
める水辺環境づくりを進める「生き物と人にやさし
い水環境の創造」

○諫早駅と駅前広場、バスターミナル等の連結・利便
性の向上、駅北街区などの一体再生の検討「諫早駅
周辺都市再生事業」　など

これらのほか、多くの箇所で追加、修正を行いました。

寄せられたハガキ

市長へ答申を行う西村会長
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　県央県南広域環境組合が建設を進めていた県央県
南クリーンセンターの余熱利用施設が完成し、４月
１日臥にオープンします。名称は、１２５件のご応募
をいただいた中から審査の結果、「のんのこ温水セン
ター」に決定しました。
　この施設は、県央県南クリーンセンター（ごみ処

理施設）の余熱（エネルギー）の有効活用を通して
環境保全を考え、リサイクル意識を高めることなど
を目的として設置したものです。施設内には、ごみ
を処理する際の余熱（温水）の利用を体感できるよ
うに、温水プールや浴場などを配置しています。皆
さんのご利用をお待ちしています。

午前１０時～午後９時開館時間

毎週火曜日、１２月３１日～１月２日休館日
温水プール（流水プール、遊泳プール、子ど
もプール、ウォータースライダーなど）
浴室（座湯、石風呂、ラジウム風呂、露天風呂、
ジェットバス、スチームサウナ、高温サウナ、
塩サウナなど）

施設概要

約５０台（障害者用含む）駐車場

料　金

■問い合わせ先
　のんのこ温水センター
　札３６－５８８８

土日祝平日プール利用料金
６００円５００円大人（中学生以上）
４００円３５０円小人（小学生以上）
２５０円２００円幼児（４歳以上）

土日祝平日風呂利用料金
６００円５００円大人（中学生以上）
４００円３５０円小人（小学生以上）
２５０円２００円幼児（４歳以上）

※時間制限は
ありません。

　このほか、
共通利用料
金、会員割
引などもあ
ります。
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諫早公園および周辺で開催。期間中はス
ケッチ大会、フリーマーケット、ハンドメ
イドかふぇ、市民参加劇など多彩なイベン
トが盛りだくさん。

■問い合わせ先
諫早観光協会札２２－８３２５

つつじ祭り（４月１５日松～２３日掌

観覧車やコイン式レール機関車など家族
みんなで楽しめます。

■問い合わせ先
山茶花高原ピクニックパーク
札３４－４３３３

山茶花高原ピクニックパーク

高来町深海地先に県内最大の３００
万本の菜の花が咲きます。
（４月中旬頃から見頃）

■問い合わせ先／高来町観光協会
札２７－７０２５

自然干陸地フラワーゾーン

陽気な春を感じながら、干
拓の里で楽しい時間を過ご
しましょう。

■問い合わせ先／干拓の里
札２４－６７７６

干拓の里

和
み
の
春

白白木木峰峰高高原原

高
原
い
っ
ぱ
い
の
黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん
と
大
パ
ノ
ラ
マ
が
皆
さ
ん
を
待
っ

て
ま
す
。（
４
月
初
旬
頃
か
ら
見
頃
）

■■
問問
いい
合合
わわ
せせ
先先
／／
市市
緑緑
化化
公公
園園
課課

多良見地域のＪＲ長崎沿
線沿い国道２０７号は、満
開の桜並木が、通行者の
目を楽しませてくれま
す。（３月下旬頃から見
頃）

■問い合わせ先／多良見
支所産業振興課札４３－
１１１１

さくらロード（ 古  川 の桜）
ふる こ

国道５７号から国道２５１号へ
抜ける市道唐比長走線の沿
道には、約３００本の桜がう
ららかな春を演出。
（３月下旬頃から見頃）

■問い合わせ先／森山支所
産業振興課札３６－１１１１

桜のトンネル



２１ ２００６年（平成１８年）４月号 広報 諫早

ふるさとを受け継ぐ！
　２月２５日、たらみ図書館海のホールで「長崎県子ど
も会伝承芸能大会」が開催され、県内６団体が各地域
に伝わる芸能を披露しました。ふるさとを受け継ぐ子
どもたちの頼もしい姿に、惜しみない拍手が送られて
いました。

みんなで楽しくそば打ち体験！
　２月２６日、高来公民館でそば打ち体験が行われまし
た。市内外からの参加者３０人は、初めてのそば打ちを
粉だらけになりながらも、和気あいあいと楽しみまし
た。最後に自分の打ったそばを地元農産物を使ったそ
ばクレープと一緒においしくいただきました。

愛らしいお雛様にうっとり
　干拓の里の庄屋屋敷では、４月２日まで毎年恒例の
「ひいなまつり」が開催中です。今年のイメージは、
かぐや姫の里に遊びにきたお雛様。展示中のお雛様の
中には、昭和２０年代の貴重なものもあります。ぜひ皆
さんも足を運んでみませんか？

愛情いっぱい健康料理をどうぞ樺
　日頃、健康料理教室開催など地域の食育に努めてい
る市食生活改善推進協議会森山支部（いなほの会）が
２月２８日、レンコンなどの地元の食材を使い「減塩」
をテーマにした献立研究発表会を開催。試食者は、健
康食のおいしさと大切さを再認識していました。

５０万人目の入浴者
　２月２１日、いいもり月の丘温泉の入館者が供用開始
から２年８カ月で５０万人に到達しました。記念すべき
５０万人目の入館者は、岩山さん夫妻（長崎市在住）で、
月に２、３回利用しているそうです。岩山さん夫妻に
は、記念として入浴券と記念品が贈呈されました。

華やかな演奏に包まれて
　２月２６日、森山スポーツ交流館で「諫早交響楽団巡
回演奏会」が開催されました。これは、新諫早市の誕
生記念として行われたもので、ロシアから招いた若手
ピアニストのコロベイニコフ氏の奏でる神秘的な音色
に、訪れた聴衆はうっとり聞き入りました。



２２広報 諫早 ２００６年（平成１８年）４月号

◆
募
集
戸
数
／
募
集
案
内
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

◆
募
集
案
内
書
配
付
／
４
月
　
日
俄

１７

か
ら

◆
応
募
期
間
／
４
月
　
日
我
～
　
日

２６

２８

画
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

◆
応
募
資
格
／
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と

①
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
単
身
で

も
入
居
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

②
収
入
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と

③
実
際
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

④
市
町
村
民
税
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◆
選
考
方
法
／
応
募
締
め
切
り
後
、

公
開
抽
選
で
決
定

◆
募
集
案
内
書
の
配
付
・
問
い
合
わ

せ
先
／
同
課
ま
た
は
各
支
所
建
設
課

　
新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
を
自
分
の

手
で
作
り
ま
せ
ん
か
。
市
民
農
園
で

は
新
規
の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

《
市
民
体
験
農
園
》

◆
場
所
／
中
通
町
（
有
喜
中
学
校
前
）

◆
区
画
面
積
／
１
区
画
　
～
　
㎡
程

３０

６０

度◆
利
用
料
／
年
間
１
㎡
あ
た
り
　
円
４０

◆
行
事
／
栽
培
講
習
会
、
収
穫
祭

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
同
課

《
ふ
れ
あ
い
体
験
農
園
》

◆
場
所
／
本
野
町
（
や
ま
び
こ
館
南

側
）

◆
区
画
面
積
／
１
区
画
平
均
　
㎡
２５

◆
利
用
料
／
年
間
１
０
、
０
０
０
円

◆
行
事
／
栽
培
講
習
会
、
各
種
イ
ベ

ン
ト

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
同
課

《
ふ
れ
あ
い
農
園
》

◆
場
所
／
多
良
見
町
（
市
布
公
民
館

付
近
）

◆
区
画
面
積
／
１
区
画
　
㎡
３０

◆
募
集
区
画
／
４
区
画
（
応
募
多
数

の
場
合
抽
選
）

◆
利
用
料
／
年
間
３
、
５
０
０
円

◆
行
事
／
栽
培
講
習
会

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
多
良
見
支
所
産

業
振
興
課
農
業
委
員
会
担
当

※
ふ
れ
あ
い
農
園
の
申
し
込
み
は
、

４
月
7
日
画
ま
で
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
課
へ
。

◆
応
募
期
間
／
４

月
３
日
俄
～
５
月

　
日
画

１２◆
応
募
資
格
／
　２０

歳
以
上
　
歳
未
満

２６

の
人
（
　
歳
未
満

２２

の
人
は
大
卒
（
見

込
み
含
む
））

◆
試
験
日
／
５
月
　
日
臥
、　
日
蚊

２０

２１

（
　
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

２１
◆
試
験
会
場
／
長
崎
市
内
ま
た
は
佐

世
保
市
内

　
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
諫
早
募
集
事

務
所
（
札
　
・
４
４
５
５
）、
同
課
ま

２２

た
は
各
支
所
住
民
環
境
課

◆
募
集
定
員
／
１
０
０
人

◆
修
業
年
数
／
２
年

◆
修
業
課
程
／
①
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

Ｏ
Ａ
コ
ー
ス
②
ｗ
ｅ
ｂ
ク
リ
エ
イ
タ

コ
ー
ス
③
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス◆
出
願
資
格
／
高
等
学
校
卒
業
見
込

み
者
お
よ
び
卒
業
者
（
高
等
学
校
卒

業
者
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
人
）

◆
応
募
期
限
／
３
月
　
日
俄

２７

　
学
校
見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
寮
な
ど
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

同
カ
レ
ッ
ジ
（
津
久
葉
町
５
‐
１
１

９
）
へ
。

◆
種
類
／
甲
種
・
乙
種
（
第
１
類
～

６
類
）、
丙
種

◆
日
時
／
６
月
　
日
蚊
午
前
　
時

１８

１０

◆
会
場
／
県
立
諫
早
農
業
高
等
学
校

（
立
石
町
１
０
０
３
）

※
試
験
会
場
の
都
合
や
、
収
容
人
員

の
関
係
で
ほ
か
の
試
験
会
場
に
変
更

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

◆
願
書
受
付
期
間
／
４
月
　
日
我
～

１２

　
日
我
（
郵
送
の
場
合
、　
日
消
印

２６

２６

有
効
）

◆
願
書
配
付
／
同
支
部
、
県
危
機
管

理
・
消
防
防
災
課
、
県
各
振
興
局
・

地
方
局
、
県
内
各
消
防
本
部
（
消
防

局
）

◆
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
／
同

支
部
（
〒
８
５
０
‐
０
０
３
７
長
崎

市
金
屋
町
９
‐
３
市
民
防
火
セ
ン

タ
ー
２
階
）

陸
・
海
・
空
一
般
、

　
　
　
　
　

技
術
幹
部
候
補
生

　

年
度
第
１
回

１８
　
　
　
　

危
険
物
取
扱
者
試
験

市
民
体
験
農
園
・
ふ
れ
あ
い
体
験

農
園
・
ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者

市
農
業
振
興
課

市
営
住
宅
入
居
者

市
建
築
住
宅
課

市
民
窓
口
課

い
さ
は
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

　
　
　
　
　
　

カ
レ
ッ
ジ
学
生

苛
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

  長
崎
県
支
部

札
０
９
５
・
８
２
２
・
５
９
９
９

い
さ
は
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

カ
レ
ッ
ジ

札
　
・
２
１
３
１

２５



２３ ２００６年（平成１８年）４月号 広報 諫早

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
左
記

の
期
間
に
自
己
が
所
有
す
る
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
判

断
す
る
た
め
に
、
隣
接
す
る
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
が
記
載
さ
れ
た
縦
覧

帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
あ
な
た
の
資
産

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
縦
覧
手

数
料
は
無
料
で
す
）

◆
期
間
／
４
月
３
日
俄
～
５
月
　
日
３１

我
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
※

第
１
期
納
期
限
ま
で

◆
時
間
／
午
前
８
時
　
分
～
午
後
６

３０

時
（
支
所
は
午
後
５
時
ま
で
）

◆
場
所
／
同
課
お
よ
び
各
支
所
税
務

課
（
支
所
で
は
各
支
所
区
域
分
）

※
各
出
張
所
で
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

◆
縦
覧
で
き
る
人
／
①
固
定
資
産
税

の
納
税
者
（
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
方
は
縦
覧
で
き
ま
せ

ん
）、
②
①
の
同
居
の
親
族
・
相
続

人
・
納
税
管
理
者
・
本
人
の
委
任
状

持
参
の
人

　
詳
し
く
は
、
同
課
へ
。

　
学
生
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
支
払

い
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
の

申
請
が
で
き
ま
す
（
本
人
所
得
な
ど

で
承
認
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
）。
希
望
さ
れ
る
人
は
、
学
生
証

ま
た
は
在
学
証
明
書
の
写
し
と
印
鑑

を
持
参
し
て
、
市
役
所
（
本
庁
・
支

所
）
国
民
年
金
担
当
で
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月
３
日
俄
か

ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
な
お
、

前
年
度
に
申
請
・
承
認
さ
れ
た
人
で

も
年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
　
歳
に
な
る
人
は
、

２０

誕
生
月
の
翌
月
ま
で
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
と
な
る
学
生
の
範
囲
／
大
学

（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
専
門
学
校
、

高
等
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

な
ど
社
会
保
険
庁
が
認
め
て
い
る
学

校
に
在
学
す
る
　
歳
以
上
の
学
生

２０

　
詳
し
く
は
、
同
担
当
ま
た
は
諫
早

社
会
保
険
事
務
所
（
札
　
・
１
６
６

２５

１
）
へ
。

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
み
ん
な
で

保
険
料
を
出
し
合
っ
て
医
療
費
に
充

て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
加
入

者
に
は
医
療
の
給
付
を
受
け
る
権
利

と
保
険
料
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
保
険
料
は
国
民
健
康
保
険
の
運

営
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
の
で

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
と
、
被
保

険
者
証
の
有
効
期
限
が
短
期
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
未
納
期
間
が
長

期
に
な
る
と
被
保
険
者
証
を
返
還
し

て
も
ら
い
、
代
わ
り
に
資
格
証
明
書

を
交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
財
産
（
不
動
産
、
給
与
、
預
貯

金
な
ど
）
の
差
押
え
処
分
を
行
う
場

合
も
あ
り
ま
す
。

資
格
証
明
書
交
付
者
に
な
る
と
…

　
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
た
と
き

は
全
額
自
己
負
担
を
し
、
そ
の
後
保

険
適
用
医
療
費
の
７
割
相
当
額
を
申

請
に
よ
り
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
（
未
納
保
険
料
へ
の
充

当
あ
り
）。

　
都
合
に
よ
り
納
付
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
は
、
分
割
納
付
な
ど
の
方
法

も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
同
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が

大
変
便
利
で
す
。
銀
行
な
ど
に
納
め

に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の

心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
受
付
場
所
／
市
内
金
融
機
関
、
郵

便
局
（
十
八
銀
行
、
親
和
銀
行
、
郵

便
局
は
市
外
で
も
受
付
可
）

◆
必
要
な
も
の
／
通
帳
、
通
帳
印
、

納
付
書

◆
引
落
し
開
始
／
口
座
振
替
の
手
続

き
か
ら
引
き
落
と
し
開
始
ま
で
は
１

～
２
カ
月
か
か
り
ま
す
。
振
替
開
始

時
期
に
つ
い
て
は
通
知
書
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
納
付

書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
日
頃
か
ら

「
贈
ら
な
い
、

求
め
な
い
、
受

け
取
ら
な
い
」。

こ
の
三
な
い
運

動
を
み
ん
な
で

守
っ
て
、
明
る

い
選
挙
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

①
政
治
家
は
、
有
権
者
に
寄
付
を

「
贈
ら
な
い
」

②
有
権
者
は
、
政
治
家
に
寄
付
を

「
求
め
な
い
」

③
有
権
者
は
、
政
治
家
か
ら
の
寄
付

を
「
受
け
取
ら
な
い
」

　
政
治
家
や
後
援
団
体
が
選
挙
区
内

の
人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
や
有

権
者
が
政
治
家
に
寄
付
を
求
め
る
こ

と
も
違
法
行
為
と
し
て
罰
せ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
次
の
禁
止
行
為
で
処
罰

さ
れ
る
と
公
民
権
停
止
の
対
象
と
な

り
ま
す
。「
政
治
家
の
寄
付
禁
止
」

「
政
治
家
に
対
す
る
寄
付
の
勧
誘
・

要
求
の
禁
止
」「
政
治
家
の
関
係
団

体
・
後
援
団
体
の
寄
付
の
禁
止
」「
あ

い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の

禁
止
」

　
家
庭
か
ら
発
生
す
る
紙
類
で
、
新

聞
（
折
込
チ
ラ
シ
含
む
）、
雑
誌
、
段

ボ
ー
ル
、
飲
料
用
パ
ッ
ク
（
牛
乳

パ
ッ
ク
な
ど
）
の
い
ず
れ
の
区
分
に

も
入
ら
な
い
も
の
を
「
雑
が
み
」
と

言
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
家
庭
で

不
要
と
な
っ
た
投
げ
込
み
チ
ラ
シ
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
コ
ピ
ー
紙
、
包
装

紙
、
紙
袋
、
紙
箱
な
ど
の
紙
類
全
般

で
す
。
た
だ
し
、
ワ
ッ
ク
ス
な
ど
の

防
水
加
工
紙
や
フ
ァ
ク
ス
用
紙
、
レ

シ
ー
ト
、
写
真
プ
リ
ン
ト
紙
な
ど
光

沢
の
あ
る
加
工
紙
、
圧
着
は
が
き
、

カ
ー
ボ
ン
紙
、
シ
ー
ル
、
水
に
ぬ
れ

た
紙
、
汚
れ
た
紙
な
ど
は
雑
が
み
に

入
り
ま
せ
ん
（
紙
以
外
、
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
の
部
分
は
必
ず
取
り
外
し
て
く

だ
さ
い
）。

　
新
聞
（
チ
ラ
シ
と
一
緒
に
ヒ
モ
で

く
く
る
）、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
と
同
じ

よ
う
に
、
雑
が
み
（
飛
散
防
止
の
た

め
紙
袋
に
入
れ
る
と
良
い
）
は
、
地

域
の
資
源
回
収
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
捨
て
れ
ば
ご
み
、
活
か
せ
ば
資

源
！
」
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
制
度

市
資
産
税
課

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
が
縦
覧

で
き
ま
す

市
保
険
年
金
課
年
金
担
当

国
民
健
康
保
険
料
を
納
め
ま

し
ょ
う

市
保
険
年
金
課
国
保
担
当

雑
が
み
っ
て
な
に
？

市
廃
棄
物
対
策
課

市
選
挙
管
理
委
員
会

み
ん
な
で
徹
底
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
「
三
な
い
運
動
」
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支
所
地
域
は
４
月
５
日
我
か
ら
、

本
庁
地
域
は
５
月
９
日
峨
か
ら
狂
犬

病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
実
施

場
所
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
同
課
ま

た
は
各
支
所
住
民
環
境
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
登
録
者
に
は
後

日
、
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
）。

　
動
物
を
飼
う
場
合
は
、
単
に
エ
サ

を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
し
つ
け
な

ど
も
行
い
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ

て
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
４
月
１
日
か
ら
県
央
県
南
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
土
曜
日
の
受
付
時
間

が
正
午
ま
で
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は
今
ま
で

ど
お
り
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

　
長
崎
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公

共
職
業
安
定
所
）
組
織
の
見
直
し
な

ど
に
と
も
な
い
、
４
月
１
日
臥
か
ら

多
良
見
町
に
居
住
（
所
在
）
し
て
い

る
人
の
手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
事
業
主
の
人
・
こ
れ
か
ら
雇
用
保

険
の
受
給
手
続
き
を
さ
れ
る
人
／
３

月
　
日
ま
で
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
崎
、

３１
４
月
１
日
以
降
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

諫
早

◎
雇
用
保
険
の
手
続
き
を
す
で
に
済

ま
さ
れ
て
い
る
人
／
４
月
１
日
以
降

も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
崎

◎
仕
事
を
お
探
し
の
人
／
４
月
１
日

以
降
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
崎
・
諫
早

の
い
ず
れ
で
も
可

　
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
諫
早

ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
崎
（
札
０

９
５
・
８
６
２
・
８
６
０
９
）
へ
。

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と
ペ
ッ

ト
の
飼
養
に
つ
い
て

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
諫
早
か
ら
の
お

知
ら
せ

市
環
境
保
全
課

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
諫
早

札
　
・
８
６
０
９

２１

県
央
県
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
受
付
時
間
が
変
わ
り
ま
す

市
廃
棄
物
対
策
課

　諫早市柔道協会は、柔道を習い始めたい少
年・少女を募集しています。各柔道場では、
心身の鍛錬と社会に出て役に立つ人間形成
（礼儀・忍耐など）の確立を目指し、稽古に
取り組んでいます。
　諫早市柔道協会の道場は、次のとおりです。

諫早少年柔道クラブ

諫早地域 吉岡道場
武徳館
心錬館
有喜少年柔道クラブ有喜・飯盛地域
多良見町少年柔道教室多良見地域
轟和柔会高来地域
小長井町青少年柔道部小長井地域

　対象年齢・稽古日時など、各道場で異なり
ます。詳しくは、各道場におたずねください。
◆問い合わせ先／木下さん（札０９０－８９１６－
１４２８）、濱本さん（札２６－５８６３）

　高城会館・つくば倶楽部・勤労者福祉会館は、大
小会議室・研修室・和室などを貸し出します（有料）。
会議やサークル活動など、個人・団体を問わず利用
できます。
《高城会館（札２４－１５００、高城町５－２５）》
■開館時間／午前９時～午後１０時
■休館日／毎週水曜日（祝日の場合はその直後の休
日でない日）
《つくば倶楽部（札２５－２５６０、津久葉町５－１１５）》
■開館時間／午前９時～午後１０時
■休館日／毎週月曜日（祝日の場合はその直後の休
日でない日）
《勤労者福祉会館（札２２－３６６７、宇都町３０－３０）》
■開館時間／午前８時～午後１０時
■休館日／毎週日曜日
※ご利用は、直接各施設へ申し込みください

春の全国交通安全運動
４月６日昭～１５日松

「手をあげて しっかり見よう 右左」
　　【重点目標】
　　◎子供と高齢者の交通事故防止
　　◎二輪車と自転車の交通事故防止
　　◎シートベルトとチャイルドシートの
　　　正しい着用の徹底

　小学生（１～３年生）を対象に、新年度の学童保育児童を募集
します。申し込みを希望する人や、詳しいおたずねは、各クラブ
へ直接ご連絡ください。
◆保育時間／平日：放課後～午後６時
　　　　　　夏休みなどの長期休校日：午前８時～午後６時
※保育時間については、平均的な時間ですので、詳しくは、各ク
ラブにおたずねください。

連絡先所在地名称
２５－１４３９馬渡町３番地西諫早クラブ
２６－９５８５白岩町３－１（真崎小学校内）たけうまクラブ
２４－３３２８城見町２９－１２北小クラブ
２２－６２５３福田町５－４６なかよし村学童クラブ
２１－６７８０栗面町３１１－２いちご
２５－７１８２栄田町４８－６６御小クラブ
２５－２７９８貝津町２６６１－１真津山学童クラブ
２２－７５１１幸町５９－１諫小学童クラブ
２３－８５９０原口町６０７番地上山クラブ
２６－４９６５真崎町１０３７－３真城っ子ハウス
２３－９１８５西里町８０５番地みのり学童クラブ
２１－９５１０宗方町３３９－３こどものくに☆小野

２７－０１２１小船越町５５４－２
（つくし学園内）

つくしっ子クラブ
（障害児主体）

２１－４４１１小川町３９８－１小栗学童クラブ
４３－４６３５多良見町シーサイド１－２８６シーサイドクラブ
４３－６０８５多良見町西川内１２４５番地遊びの家共同保育園
４３－６９４０多良見町中里４８番地中里児童クラブ
３６－０８８９森山町下井牟田４７３－1（森山西小内）森小クラブ
３４－２７１６小長井町小川原浦２２７番地ポケットクラブ
３４－２１０９小長井町打越１－３クレヨンクラブ
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　厚生労働省の調査で、昭和５０年～５２年生まれの
人は、ポリオに対する免疫の保有率が他の年齢層
と比べて低いことがわかっています。ポリオの流
行がある地域に渡航するときや、お子さんがポリ
オ生ワクチンを接種するときに、再度ワクチンを

接種することをお勧めします。ただし、この場合
の接種は予防接種法に基づくものではなく、任意
の予防接種になります（成人は１回のみの接種で
可）。接種を希望される人は、乳幼児の接種の際に
受けられますので、最寄の会場で受けてください。

昭和５０年～５２年生まれの人はポリオ生ワクチンの追加接種を（無料）

◆対象／生後３月～１８月未満の乳幼
児（未完了者は９０月未満まで可）
◆実施方法／６週間以上間隔をあけ
て２回飲ませます。（昨年秋に１回
接種した人は、今回が２回目です）
◆注意とお願い／①接種する前に予
診票を記入していただきます。予診
票は保護者が責任を持って記入して
ください。（予診票は会場にありま
すが、事前に必要な人は健康福祉セ

ンター、市役所案内、各支所などに
あります）
②体温は接種当日会場で計ってくだ
さい。
③接種後４週間は他の予防接種は受
けられません。また、三種混合・日
本脳炎を受けてから１週間、麻し
ん・風しん・ＢＣＧを受けてから４
週間の間隔があいていないと接種で
きません。

　ポリオ生ワクチンの接種を次の日程で実施します。母子健康手帳と予
防接種手帳（お持ちの人のみ）を持参の上、最寄の会場で受けてくださ
い。都合がつかない場合は、他の会場で接種できますが、できるだけお
住まいの地区での接種をお願いします。

受付時間実施日場所地区
午後１時１０分～１時４０分４月４日昇小野ふれあい会館小野
午後１時１０分～１時４０分４月４日昇本野公民館本野
午後１時１０分～１時４０分４月５日昌※小栗公民館小栗
午後１時１０分～１時４０分４月６日昭※西諫早公民館真津山・西諫早
午後１時３０分～２時４月７日晶小長井文化ホール小長井
午後１時１０分～１時４０分４月１１日昇長田みのり会館長田
午後１時１０分～１時４０分４月１１日昇有喜公民館有喜
午後１時１０分～１時４０分４月１１日昇※市民センター中央
午後１時３０分～２時４月１２日昌（仮称）森山保健センター森山
午後１時１０分～１時４０分４月１３日昭※西諫早公民館真津山・西諫早
午後２時～２時４０分４月１４日晶多良見体育センター多良見
午後１時１０分～１時４０分４月１８日昇※市民センター中央
午後２時３０分～３時１０分４月１９日昌高来ふれあい会館高来
午後１時３０分～２時４月２０日昭飯盛公民館飯盛
午後２時～２時４０分４月２５日昇多良見体育センター多良見

午後１時１０分～１時４０分４月２６日昌※健康福祉センター上記の日程で接種
できなかった人

※印の会場は、駐車場が狭いので、お車での来場はご遠慮ください。
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会場日時事業名

シーサイド４区
公民館

午前１０時
～１１時３０分１２昌、２６昌親子サロン

（ひよこ）
大草集落
センター

午前１０時
～１１時３０分６昭親子サロン

（ぞうさん）

飯盛公民館午前１０時
～正午１１昇、２５昇遊びの広場

（仮称）森山保健
センター

午前１０時
～正午１１昇子育て広場

小長井文化
ホール

午前１０時３０分
～正午１９昌わくわくクラブ

高来西ゆめ会館午前１０時３０分
～正午２５昇高来子育て

サークル

援支て育子 子育て中のお母さん同士おしゃべりしたり、子ども同士遊ばせたり、
楽しく過ごしませんか。

会場日時事業名

健康福祉
センター

午前１０時
～１１時３０分１４晶、２８晶アイアイキッズ

小栗公民館午前１０時
～１１時３０分４昇、２５昇どんぐりっこ

西諫早公民館午前１０時
～１１時３０分２８晶さくらんぼくらぶ

本野公民館午前１０時
～正午１３昭もとのっ子

長田みのり会館午前１０時
～正午１３昭みのりっ子クラブ

有喜公民館午前１０時
～１１時３０分１８昇こども相談

川端公園（雨天時
‥市布公民館）

午前１０時
～１１時３０分５昌、１９昌親子サロン

（めだか）

対象：乳幼児とその親

会場日時事業名

市民センター午後１時～３時１３昭介護相談

※認知症の人をかかえる家族の会（渡部三津子さん）札２６－１７６３

誰もが願う健やかで明るい生活。『自分の健康は自
分で守る』。健康福祉センターは、頑張るあなたを
応援しています。

会場日時事業名

飯盛支所午後１時３０分～３時３捷

一般健康相談
（おおむね４０歳
以上の人を対象
に保健師による
血圧測定、個別
相談を行います）

高来支所午後１時３０分～３時７晶

市民センター午後１時３０分～３時１０捷

有喜白髯会館午後１時３０分～３時１２昌

栗面住宅集会所午後１時３０分～３時１３昭

多良見支所
午後１時３０分～３時１７捷

（仮称）森山保健セ
ンター

小野ふれあい会館
午後１時３０分～３時１９昌

西諫早公民館

小長井文化ホール午後１時３０分～３時２０昭

本野公民館午前９時３０分～１１時３０分２５昇

長田みのり会館午後１時３０分～３時２６昌

りくづ康健人成 実践していますか実践していますか？？
『健康づ『健康づくくり』り』

　健康であるためには、「栄養」「運動」「休養」の３つ
の要素が必要です。正しい食生活や継続的な運動を心
がけ、ストレスをためないように十分な休養をとりま
しょう。

ゆ
っ
く
り
休
ん
で
、

心
と
身
体
を
養
い

ま
し
ょ
う
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、

毎
日
き
ち
ん
と
３
食
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

意
識
的
に
身
体
を
動
か
し
、

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
運

動
を
続
け
ま
し
ょ
う
。
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事業のおたずねは…

健康福祉センター　　札２７－０７００
多良見支所健康保険課札４３－１１１１
森山支所健康福祉課　札３６－１１１１
飯盛支所健康福祉課　札４８－１１１１
高来支所健康福祉課　札３２－２１１１
小長井支所健康福祉課札３４－２１１１

※ＢＣＧ予防接種（生後３月～６月未満）は、４月から指定医療機関での個別接種（通年）に変わります。詳しくは
健康福祉センター、市役所本庁案内、出張所および支所健康担当課などに備え付けの「平成１８年度諫早市予防接種
のお知らせ」をご覧ください。

※乳児前期（４～５カ月児）、１歳６カ月児（対象：１歳半～２歳未満）、２歳６カ月児（対象：２歳半～３歳未満）、
３歳児（対象：３歳半～４歳未満）健診については実施する前月末までに個人通知をいたします。

健
康
な
子
ど
も
を
生
み
、
元
気
に
育
て
る
た
め
の
相
談
・
指
導
。
母
子
の
健
康
保
持
お
よ
び
疾
病
の
予
防
・

早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

会場日時対象者事業名

健康福祉センター午前９時３０分～１１時３０分６昭、１３昭、２０昭、２７昭妊　婦マタニティー
教　　　　室

飯盛公民館午後７時～９時２５昇妊婦とその家族ハローベビー
教　　　　室

高来ふれあい会館（受付時間）午後１時～１時３０分１２昌

平成１７年５月
　　　　～６月生
平成１７年１１月
　　　　～１２月生

乳　　児
健康診査
（集団）

健康福祉センター（受付時間）午後１時～２時３捷平成１７年１０月
～平成１８年１月生

乳　　児
健康相談

健康福祉センター（受付時間）午後１時～２時１７捷平成１７年４月
　　　　～９月生

多良見体育センター（受付時間）午後１時～２時１１昇

生後１２月まで （仮称）森山保健セ
ンター（受付時間）午後１時～２時２４捷

飯盛公民館（受付時間）午後１時～２時２６昌

※高来支所については、乳児健康診査と同じ日に開催　（受付時間）午後１時～２時

健康福祉センター（受付時間）午後１時～１時１５分６昭、１３昭、２０昭
平成１６年１０月生

１歳６カ月児
健康診査

多良見体育センター（受付時間）午後１時～１時１５分２０昭

（仮称）森山保健セ
ンター（受付時間）午後１時～１時１５分５昌

平成１６年８月
　　　　～１０月生 飯盛公民館（受付時間）午後１時～１時１５分１２昌

高来ふれあい会館（受付時間）午後１時～１時１５分２６昌

健康福祉センター（受付時間）午後１時～１時１５分１１昇
平成１５年１０月生２歳６カ月児

歯科健康診査
多良見体育センター（受付時間）午後１時～１時１５分１８昇

健康福祉センター（受付時間）１２時４５分～午後１時７晶、１４晶
平成１４年１０月生

３歳児
健康診査 多良見体育センター（受付時間）１２時４５分～午後１時２７昭

（仮称）森山保健セ
ンター（受付時間）１２時４５分～午後１時１９昌平成１４年８月

　　　　～１０月生

て育子
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　３メートルの「こいのぼり」を作って、多良見
のぞみ公園の空に泳がせよう！

■日時／４月２２日松　午後１時～４時
■会場／多良見のぞみ会館
■対象／親子またはグループ　１０組
■申込・問い合わせ先／４月１６日掌までに多良見
のぞみ会館（札４３－６２００、捌４３－６２０２）へお申
し込みください。

第４２回　菜の花忌
■日時／３月２６日掌　午後１時～
■会場／諫早公園（伊東静雄詩碑前）
　　　　（雨天の場合は諫早観光ホテル道具屋に変更）
　

第１６回　「伊東静雄賞」授賞式
■日時／３月２６日掌　午後２時３０分～
■会場／諫早観光ホテル道具屋
■受賞作品および受賞者／「夏の駅」　彦坂まり
■記念講演／坂東まき「父・伊東静雄の娘として」
　　　　　（講演終了後受賞祝賀会　会費３，０００円）
　

伊東静雄生誕百年文学展
■日時／３月２３日昭～３１日晶（２７日捷は休館）
■会場／諫早図書館１階展示ホール
■主な展示物／伊東静雄自筆の作品・書簡・はがきなど

　市民の皆さんから提供していただいたこいのぼり
が多良見のぞみ会館屋上から野外ステージの間を泳
ぎます。いろいろな鯉をぜひ見に来てください。

■期間／４月中旬～５月中旬
■会場／多良見のぞみ公園
■問い合わせ先／多良見のぞみ会館（札４３－６２００）

こいのぼりを作ろう！

のぞみ春のこいのぼり流し！

世界にひとつだけの手作りこいのぼり

のぞみ公園の空を泳ぐこいのぼり

１９０６（明治３９）年、諫
早町生まれ。大阪で
教鞭を取るかたわ
ら、詩作を続け、１９３４
（昭和９）年、詩集
「わがひとに与ふる
哀歌」など、叙情的
精神の清冽な高揚を

示し、１９５３（昭和２８）年３月他界。毎年、命
日の３月には、その偉業を偲んで「菜の花忌」
や現代詩の公募による「伊東静雄賞」の授賞
式が行われています。本年は、生誕１００年にな
ります。

　問い合わせ先
　諫早市芸術文化連盟（札２２－１１０３）

伊東静雄【詩人】
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問い合わせ先入場料時間会場内容曜日

諫早商業高等学校
（札２６－１３０４）無料午後２時～午後４時市文化会館第２５回諫早商業高等学校

定期演奏会土１

長崎日大高校内ハンドボー
ル協会事務局（札２６－００６１）無料午前９時～午後５時小野体育館西日本カップ高校ハンドボール

スプリング大会

日２ 市ソフトテニス連盟
（札２３－３９６４）無料午前８時～午後５時県立総合運動公園市ソフトテニス一般春季大会

大会事務局（札２６－１９７５）無料午前９時～午後５時小野体育館第４１回市民春季バドミントン大
会（中学生の部）

土８

日９
長崎陸上競技協会
（札０９５６－４７－６０６３）無料午前８時

　　　～午後６時３０分県立総合運動公園第１回県記録会土１５

卓球センター内大会事務局
（札２６－１０１７）無料午前９時～午後５時小野体育館第２２回松本杯争奪卓球大会

（中学生の部）
日１６

ＭＡＳＵＤＡスタジオ１
（札２５－２３２４）無料午後１時３０分～４時市文化会館ＭＡＳＵＤＡスタジオ１

第１６回バレエ発表会
市ソフトテニス連盟
（札２３－３９６４）無料午前８時～午後６時県立総合運動公園高総体ソフトテニス

中地区予選会土２２

長崎陸上競技協会
（札０９５６－４７－６０６３）無料午前８時

　　　～午後６時３０分県立総合運動公園第３５回ながさき
リレーカーニバル

日２３
市ソフトテニス連盟
（札２３－３９６４）無料午前８時～午後６時県立総合運動公園市長杯争奪中学校スポーツ

選手権大会（ソフトテニス）

大会事務局（札２６－２４７６）無料午前９時～午後５時市体育館市長杯争奪中学校スポーツ
選手権大会（剣道）

土２９
大会事務局（札２６－１９７５）無料午前９時～午後５時小野体育館市長杯争奪中学校スポーツ

選手権大会（バドミントン）

大会事務局（札２２－５９５６）無料午前９時～午後５時飯盛グラウンド、
市営野球場

市長杯争奪中学校スポーツ
選手権大会（軟式野球）

諫早中学校内大会事務局
（札２２－００９１）無料午前９時～午後５時飯盛体育館市長杯争奪中学校スポーツ

選手権大会（バスケットボール）

日３０

大会事務局（札２２－５９５６）無料午前９時～午後５時市営野球場市長杯争奪中学校スポーツ
選手権大会（軟式野球）

大会事務局（札２６－５８６３）無料午前９時～午後５時小野体育館市長杯争奪中学校スポーツ
選手権大会（柔道）

諫早交響楽団
梶さん（札０９０－５２８９－２７５７）

一般
１，５００円
学生
５００円

午後２時
　　～午後４時（予定）市文化会館第２０回諫早交響楽団

定期演奏会

干拓の里イベント案内
◎春の魚釣りコンテスト

■開催期間／３月２５日松～５月３１日昌

■受付会場／むつごろう水族館

■内容／期間内に一番大きい魚を釣った人が優勝

　　　（１位～５位までは賞状・賞品があります）

◎春のスケッチ大会

■開催期間／３月２５日松～４月９日掌（参加費無料）

■受付会場／干拓の里入場門

■内容／園内の風景や動物など、自分の好きなもの

を描いてください。絵の具やクレヨンなどの道具

はご持参ください。画用紙は当園で用意します。

詳しくは、干拓の里（札２４－６７７６）へ
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諫
早
図
書
館
講
座
室
（
諫
―
図
）

【
日
時
】４
月
　
日
蚊
午
後
１
時
　

１６

３０

分
～
３
時

【
場
所
】諫
早
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

【
内
容
】声
に
出
し
て
読
む
日
本
の

名
作「
平
家
物
語
そ
の
１
」

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

長
田
み
の
り
っ
子
ク
ラ
ブ
（
長
田
）

【
日
時
】４
月
　
日
牙
午
前
　
時
～

１３

１０

正
午

【
場
所
】長
田
み
の
り
会
館

【
内
容
】は
じ
め
ま
し
て（
年
間
計

画
）

【
対
象
】就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

※
当
日
参
加
可

親
子
映
画
教
室
（
諫
―
視
）

【
日
時
】４
月
　
日
臥
午
前
　
時
～

１５

１０

【
場
所
】諫
早
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

【
内
容
】「
新
ち
ゃ
ん
が
泣
い
た
」

「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」「
し
り
た
が

り
の
ト
ラ
」な
ど

高
齢
者
講
座
「
小
野
大
学
」（
小
野
）

【
日
時
】４
月
　
日
峨
午
前
　
時
～

１１

１０

正
午

【
場
所
】小
野
ふ
れ
あ
い
会
館

【
内
容
】開
校
式

※
当
日
参
加
可

女
性
講
座
「
コ
ー
ラ
ス
」（
小
野
）

【
日
時
】４
月
　
日
画
・
　
日
画
午

１４

２８

後
１
時
　
分
～
午
後
３
時
　
分

３０

３０

【
場
所
】小
野
ふ
れ
あ
い
会
館

【
内
容
】み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま

し
ょ
う

※
当
日
参
加
可

（伊木力）…伊木力公民館（多良見町舟津１１４０）
　　　　　　札４４－１００２　捌４４－１１９５
（森山）…森山公民館（森山町本村１３００）
　　　　　　札３６－１１１６　捌３６－１１１７
（飯盛）…飯盛公民館（飯盛町開１９２９－３）
　　　　　　札４８－００４９　捌４８－０５１８
（田結）…田結公民館（飯盛町里６４８－３）
　　　　　　札４９－１１１１

（高来）…高来公民館（高来町三部壱５２７－１）
　　　　　　札３２－５４４０　捌３２－５４４１
（高来西）…高来西公民館（高来町峰１９－１）
　　　　　　札３２－３１２６　捌３２－５１８０
（小長井）…小長井公民館（小長井町小川原浦５００）
　　　　　　札３４－２２０１　捌３４－３４７０
（諫ー図）…諫早図書館（東小路町６－３０）
　　　　　　札２３－４９４６　捌２１－０８５５

（西ー図）…西諫早図書館（山川町１－３）
　　　　　　札２６－８６０７　捌２６－８２５０
（たー図）…たらみ図書館（多良見町木床２００２）
　　　　　　札４３－４６１１　捌４３－４６２３
（森ー図）…森山図書館（森山町慶師野１９５０－１）
　　　　　　札３５－２００１　捌３５－２２５０
（視聴覚）…視聴覚ライブラリー（東小路町６－３０）
　　　　　　札２３－４９４６　捌２１－０８５５

（中央）…中央公民館（東小路町８－５）
　　　　　札２３－１１６０　捌２３－１１６１
（西諫早）…西諫早公民館（山川町１－３）
　　　　　札２６－１５００　捌２６－１８０３
（小栗）…小栗公民館（小川町１３９－１）
　　　　　札２２－１５３３　捌２４－０３７０
（長田）…長田公民館（長田町２３９４－２）
　　　　　札２３－９０２４　捌２３－９６４７

（本野）…本野公民館（上大渡野町２－１）
　　　　　札２６－０２７０　捌２６－２５１３
（有喜）…有喜公民館（有喜町７２４）
　　　　　札２８－３１１０　捌２８－２０６７
（小野）…小野公民館（黒崎町１８１－２）
　　　　　札２２－０２６４　捌２４－０４８３
（多良見）…多良見公民館（多良見町化屋１８００）
　　　　　札４３－００４９　捌４３－２８３５

女　
性 

高　
齢　
者　

諫早文化創刊号（通巻３６号）好評発売中！
　諫早の文化活動を支える様々な団体の活動と各種受賞
作品をこの１冊に。
●内容／特集　野口寧斎没後１００年
　　　　　　　野呂邦暢没後２５年
●価格／１，０００円
●販売／市内書店
●問い合わせ先／諫早文化協会

一　
般

親　
子 
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問い合わせ先会場時間相談内容曜日日

市民相談室
（札２２－３１１３）

市民相談室（高城会館３階）
午後１時～４時
午前１１時から受付・抽選（原則
電話予約不可）

法律相談月３

市民相談室（高城会館３階）午前９時～正午不動産相談
火４

市民相談室（高城会館３階）午後１時～４時交通事故相談
市民相談室（高城会館３階）

午前１０時～午後３時人権相談

木６

飯盛支所
高来公民館

市緑化公園課本庁新別館玄関ホール午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談
県建設産業労働組合
加入社（札２４－３８００）市民センター午前１０時～午後４時住宅相談

市民相談室
（札２２－３１１３）

市民相談室（高城会館３階）午前１０時～午後３時行政相談金７

市民相談室（高城会館３階）午前１０時～午後３時登記相談火１１

市民相談室（高城会館３階）
午前１０時～午後３時人権相談

木１３
森山老人福祉センター
小長井さざんか会館

市緑化公園課本庁新別館玄関ホール午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談

市民相談室
（札２２－３１１３）

市民相談室（高城会館３階）
午前１０時～午後３時

行政相談金１４ 小長井さざんか会館
飯盛支所午前１０時～午後１時

市民相談室（高城会館３階）
午後１時～４時
午前１１時から受付・抽選（原則
電話予約不可）

法律相談月１７

市民相談室（高城会館３階）午前１０時～午後４時交通事故相談火１８
市民相談室（高城会館３階）午前１０時～午後３時人権相談

木２０ 市緑化公園課本庁新別館玄関ホール午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談
県建設産業労働組合
加入社（札２４－３８００）市民センター午前１０時～午後４時住宅相談

市民相談室
（札２２－３１１３）

市民相談室（高城会館３階）
午前１０時～午後３時

行政相談金２１ 森山老人福祉センター
高来公民館午前９時～午後１時
市民相談室（高城会館３階）午後１時～４時遺言・契約等相談火２５
市民相談室（高城会館３階）

午前１０時～午後３時人権相談
木２７ 多良見老人福祉センター

市緑化公園課本庁新別館玄関ホール午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談

市民相談室
（札２２－３１１３）

市民相談室（高城会館３階）午前１０時～午後３時
行政相談金２８

多良見老人福祉センター午前１０時～午後１時
少年センター
（札２４－３７３７）本庁第４別館午前９時～午後５時少年センター相談

（いじめ・不登校）
毎週捷～晶
※祝日や年末年
始期間を除く

諫早市社会福祉協議会
（札２３－７０２２）市社会福祉会館午前１０時～午後３時ふれあい福祉相談

高年齢者職業相談室
（札２２－４６００）市社会福祉会館午前９時～午後４時高年齢者職業相談

　消費生活相談は毎週月曜日から金曜日（祝日や年末年始期間を除く）午前８時３０分から午後
５時まで市民相談室（４月からは市消費生活センター）で開催しています。
　また、悪質商法などの被害を未然に防ぐため、講師が各地の公民館などに出向く『消費生活
出前講座』も行っています。自治会や老人会の会合などの際にご利用ください。申し込みはお
早めに、市民相談室（４月からは市消費生活センター）へ。※講師にかかる経費は無料です。
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■今回は小長井町・増山さんの
　　　　　　　　　レシピ紹介！■

■作り方■
①　サトイモは、よく洗って皮のまま蒸す。
②　サトイモの皮をむいて、半分に切り、ぬ
れぶきんで包み、平らにつぶす。

③　春雨を３㎝に切り、②のまわりにつけ油
で揚げる。

④　③に塩少々をふり、中心に合わせみそを
のせる。

■アドバイス■
　サトイモが温かいうちに春雨をつけると
春雨がつきやすく、できあがりもきれいで
す！（調理例）

■材料（４人分）■
サトイモ…………………５００ｇ
春雨………………………１００ｇ
合わせみそ
　白みそ………………大さじ２
　みりん………………小さじ１
　砂糖…………………小さじ１
塩……………………………少々

　
喜
々
津
地
区
の
中
心
に
あ
る
喜
々
津

小
学
校
は
、創
立
１
３
２
周
年
を
数
え

る
歴
史
あ
る
学
校
で
す
。全
校
児
童
が

毎
朝
５
分
間
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
る「
走

ろ
う
会
」は
、永
く
学
校
に
伝
わ
る
、元

気
い
っ
ぱ
い
の
取
り
組
み
で
す
。

　
３
月
に
卒
業
を
迎
え
る
６
年
生
が
卒

業
記
念
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、給

食
台
カ
バ
ー
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
製
作
で

す
。　
枚
の
布
地
を
縫
い
合
せ
て
１
丿

６４
四
方
に
仕
上
げ
、全
ク
ラ
ス
分
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。大
変
な
作
業
で
し
た
が
、

休
み
時
間
な
ど
を
利
用
し
、全
員
が
協

力
し
て
一
生
懸
命
製
作
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
ん
な
６
年
生
に
、こ
れ
ま
で
の
学

校
生
活
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
走
ろ
う

会
は
、と
て
も
き
つ
か
っ
た
け
ど
、自
分

の
た
め
に
な
っ
た
と
思
う
」「
今
の
学
校

が
と
て
も
楽
し
い
の
で
、卒
業
し
た
く

な
い
」な
ど
、充
実
し
た
学
校
生
活
へ
の

想
い
が
聞
か
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
か

ら
の
喜
々
津
小
に
つ
い
て「
い
つ
も
活

発
に
遊
び
な
が
ら
み
ん
な
で
助
け
合
う

こ
と
や
、あ
い
さ
つ
を
ち
ゃ
ん
と
す
る

こ
と
を
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
の

希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
年
生
は
卒
業
し
ま
す
が
、学
校
や

仲
間
を
想
う
気
持
ち
は
し
っ
か
り
と
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
２
月
　
日
取
材
）

２１

そ
れ
ぞ
れ
に
想
い
が
つ
ま
っ
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
。

兼
牽
験

　「みんなの広場」は、市民の皆さんから寄せられた情報を掲載するために、設けています。あなたのとっておきのレシピや珍しい写真、お気に入
りのイラストなど、皆さんに伝えたいいろんな情報の投稿をお待ちしています。
　投稿の方法はハガキ、ＦＡＸ、電子メールなど何でも結構です。「みんなの広場コーナー」と標記のうえ、住所・氏名・年齢・電話番号（匿名希望の
場合はその旨）を記載して衣854－8601　諫早市役所　秘書広報課（住所不要）　までお願いします。なお、趣旨を変えない範囲の加筆・省略等
の修正をする場合があります。掲載させていただいた作品の応募者には、図書券を差し上げます。



３３ ２００６年（平成１８年）４月号 広報 諫早

　下の問題について答えてください。答え
のヒントは、誌面の中にあります。全問正解
者の中から、抽選で、毎月５人に図書券をプ
レゼント！ハガキに答えと住所、氏名、年齢、
広報誌へのご意見を書いて、４月７日晶必
着で秘書広報課までどうぞ！（なお、当選者
の発表は、発送をもって代えさせていただ
きます）
　問題①市では、４月１０日から電子メール

などを使って、情報提供を行う○
○○○○○○を開始します。

　問題②多良見地域の「さくらロード」は、
国道何号線沿いにあるでしょう？

　問題③３月１日現在の市の人口は？
　問題④４月６日～15日は「春の○○○○

運動」期間です。
　問題⑤こうずさんとは、どんな意味？   
【前号の答え】①４月２１日～２３日②１４４，０４０
人③ヘルシー④ミモザ忌⑤１６基
【応募総数】５３通

　「
キ
ャ
ー
マ
チ
ゴ
ー
タ
」や「
ヒ
ン
ア
ガ
ッ
タ
」、「
ウ
ッ
タ
マ
ゲ
タ
」の

キ
ャ
ー
や
ヒ
ン
や
ウ
ッ
は
、接
頭
語
で
、そ
の
時
の
気
持
ち
を
相
手
に
強
く
伝

え
た
い
と
い
う
表
現
方
法
で
し
ょ
う
。

　
ど
こ
の
地
方
も
同
じ
と
思
い
ま
す
が
、特
に
諫
早
弁
に
は
接
頭
語
が
多
く

使
わ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、「
ヒ
ッ
ト
ー
ダ（
飛
ん
だ
）」「
イ
ッ
コ
ボ
レ
タ（
こ

ぼ
れ
た
）」な
ど
で
す
。他
に
は
何
が
あ
る
か
、ち
ょ
っ
と
頭
を
ひ
ね
っ
て
み
ら

れ
ま
せ
ん
か
。 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諫
早
方
言
の
会
　
神
代
　
克
彦

Ａ「
エ
ン
チ
ン　

ン
マ
ゴ
ハ　

キ
ャ
ー
マ
チ
ゴ
ー
タ
ト
ヤ
イ
ロ
、Ａ
高
校

ニ　

ヒ
ン
ア
ガ
ッ
タ
ッ
テ
。ウ
ッ
タ
マ
ゲ
シ
テ　

ゴ
ザ
ン
シ
タ（
家
の

孫
が
、ど
う
間
違
っ
た
の
か
、Ａ
高
校
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
）」

Ｂ「
オ
ー
ッ
ト　

ソ
リ
ャ　

ヨ
カ
ッ
タ　

ナ
タ
ー
。キ
ャ
ー
マ
チ
ゴ
ー
タ

イ　

ナ
イ
カ
イ　

ゾ
ー
タ
ン
ノ　

ゴ
ト（
あ
あ
そ
れ
は
よ
か
っ
た
で

す
ね
。間
違
い
な
ん
て
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
よ
）」

未
来
に
残
し
た
い
貴
重
な
文
化
遺
産　

す
く
い
漁
場　
　
　
　
　
（
高
来
町
）

　
有
明
海
の
激
し
い
潮
の
満
ち
引
き
の

差
を
利
用
し
て
、魚
を
捕
る「
す
く
い

漁
」。海
の
中
に
、半
円
状
の
石
垣
を
築

き
、潮
が
ひ
く
と
そ
の
中
に
取
り
残
さ

れ
た
魚
を
捕
る
方
法
は
歴
史
も
古
く
、

一
説
に
よ
る
と
原
始
時
代
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
か
つ
て
は
、有
明
海
沿
岸
で
２
０
０

か
所
以
上
あ
っ
た「
す
く
い
漁
場
」。現

在
、市
内
で
は
高
来
町
水
の
浦
に
残
さ

れ
て
い
る
の
み
で
、市
の
文
化
財
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
す
く
い
漁
場
」が
、２
月
　
日
、

１７

水
産
庁
に
よ
り
、「
未
来
に
残
し
た
い
漁

業
漁
村
の
歴
史
文
化
財
産
百
選
」に
選

ば
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、都
市
と
漁
村
の

交
流
を
進
め
よ
う
と
漁
村
に
残
る
歴
史

的
価
値
の
高
い
施
設
や
史
跡
を
対
象
と

し
た
も
の
で
、県
内
で
選
ば
れ
た
の
は
、

こ
の
場
所
を
含
め
、全
部
で
５
件
で
す
。

　
現
在
で
も
、こ
こ
で
漁
を
行
っ
て
い

る
中
島
安
伊
さ
ん
の
お
話
に
よ
る
と
、

こ
こ
で
捕
獲
で
き
る
魚
は
ス
ズ
キ
、チ

ヌ
、ハ
ゼ
な
ど
で
、魚
が
捕
れ
な
い
冬
は

カ
キ
が
育
つ
と
の
こ
と
。今
回
の
百
選

選
定
に
つ
い
て
は
、「
と
て
も
う
れ
し
い
。

こ
れ
か
ら
も『
す
く
い
漁
』を
続
け
て
い

き
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
に
し
え
の
人
た
ち
の
知
恵
で
生
ま

れ
た「
す
く
い
漁
場
」。あ
な
た
も
、潮
風

と
と
も
に
太
古
の
ロ
マ
ン
に
想
い
を
馳

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

作作業業中中のの中中島島ささんん

干潮時のすくい漁場
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３
月
３
日
画
３
月
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、

　

年
度
の
一
般
会
計
約
５
３
８
億
５
百
万

１８円
、
特
別
会
計
約
４
５
５
億
５
千
２
百
万

円
の
予
算
案
を
始
め
、
諫
早
市
基
本
構
想

案
や
、
ふ
れ
あ
い
施
設
な
ど
公
共
施
設
の

管
理
者
を
指
定
す
る
議
案
、
条
例
制
定
議

案
な
ど
計　

議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

７３

　

７
日
峨
に
は
施
政
方
針
に
対
す
る
代
表

質
問
に
６
名
、
９
日
牙
〜　

日
峨
の
４
日

１４

間
に
か
け
て
行
わ
れ
た
市
政
全
般
に
対
す

る
一
般
質
問
に
は
、　

名
の
議
員
が
質
問

２４

し
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
本
会
議
、
委
員
会

（　

日
〜　

日
）
の
審
議
を
経
て
、
最
終

１５

２４

日
で
あ
る　

日
峨
に
採
決
さ
れ
ま
す
。

２８

《
新
年
度
の
主
な
事
業（
案
）》

・
新
庁
舎
施
設
整
備
事
業

・（
仮
称
）
こ
ど
も
の
城
建
設
事
業

・
優
良
建
築
物
等
整
備
事
業

・
地
域
支
援
事
業

・
高
城
公
園
等
再
整
備
事
業

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　

今
定
例
会
の
代
表
質
問
や
一
般
質
問
の

内
容
を
掲
載
し
た
「
い
さ
は
や
市
議
会
だ

よ
り
」
は
４
月　

日
に
発
行
の
予
定
で
す
。

２０

　

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
・
・
・
。

　

平
成　

年
３
月
１
日
、
１
市
５
町
の
新

１７

設
合
併
に
よ
っ
て
新
「
諫
早
市
」
が
誕
生

し
て
か
ら
、
早
く
も
１
年
。

　

４
月　

日
に
市
長
選
挙
と
同
時
に
行
わ

１０

れ
た
市
議
会
議
員
選
挙
に
よ
っ
て
、　

名
３４

の
議
員
が
選
ば
れ
、
諫
早
市
議
会
も
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

同
月　

日
に
行
わ
れ
た
臨
時
会
で
、
初

２７

代
議
長
に
古
川
議
長
、
副
議
長
に
川
浪
副

議
長
が
就
任
。
各
常
任
委
員
会
等
を
設
置

し
、
一
部
事
務
組
合
議
員
等
も
選
出
。
本

格
的
に
議
会
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

７
月
定
例
会
に
は
、
総
合
交
通
対
策
特

別
委
員
会
及
び
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

を
、
９
月
定
例
会
に
は
諫
早
湾
地
域
振
興

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
。　

年
度
の
決

１６

算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
旧
１
市
５
町
分

を
含
む
も
の
で
、
審
査
に
延
べ　

日
間
を

１７

要
し
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ

れ
か
ら
の
数
年
間
が
、
本
市
の
土
台
を
築

く
上
で
、
重
要
な
時
期
と
な
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
や
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、

市
民
の
要
望
を
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う

に
、
今
後
も
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
議
会
だ
よ
り 

第
１
回（
３
月
）定
例
会
開
会
中

開
会
日
に　

議
案
を
上
程

７３

合
併
か
ら
今
日
ま
で

傍聴者総数本会議日数会期日数開催回数
４１６人２５日６８日３回定例会
　６人３日３日３回臨時会

年間活動状況・傍聴者数（平成１７年中）

第３回（１２月）第２回（９月）第１回（７月）
２１日２１日２６日定例会の会期日数
８日８日９日定例会本会議日数

一般質問・代表質問の実施状況
質問者数日　　数
７５人１５日一般質問
７人１日代表質問

昨
年
一
年
間
の
議
会
活
動
を

振
り
返
っ
て
み
ま
し
た



３５ ２００６年（平成１８年）４月号 広報 諫早

第　１３　号
害発　行害
社会福祉法人

諫早市社会福祉協議会

〒８５４崖００４５
諫早市新道町９４８番地
ＴＥＬ　２４害５１００
ＦＡＸ　２４害５１０１

　広報諫早に掲載の「いさはや社協だより」は、今月号をもって終刊し、地域福祉広報
紙「かんしゃ」（自治会加入世帯に配布）に移行いたします。
　今後、諫早市社協は、市民の皆さまの福祉の架け橋として、福祉やボランティアの情
報、そして地域の福祉活動の紹介を、「かんしゃ」とホームページを通して
お届け致します。
　これまでの皆さまの「いさはや社協だより」のご愛読に感謝いたしますととも
に、これからの「かんしゃ」及びホームページをよろしくお願い申し上げます。

小長井支所高来支所飯盛支所森山支所多良見支所本　　　所

６日、２０日１４日、２８日
７日、１４日、２１
日、２８日

２７日３日、１０日、１７日、２４日
毎週
月曜～金曜日

開 設 日

１０：００～１５：００開設時間

※詳しくは、本所または各支所にお問い合わせ下さい。※相談のお申込みは、どの場所でも出来ます。

１１日２１日
無料法律
相　　談

１３：３０～１６：００１３：３０～１５：３０開設時間

３４検２９６６３２検３４６８４８検１３００３６検０８８９４３検３５１１２４検５１００電　　話

※法律相談は要予約

平成１７年度

「「「「「「「「「「「「「「心心心心心心心心心心心心心心のののののののののののののの花花花花花花花花花花花花花花展展展展展展展展展展展展展展「心の花展」」」」」」」」」」」」」」」
～障害のある人の作品展～
　諫早市内の小・中学校、養護
学校、福祉施設の障害児（者）か
ら出品された作品を展示します。
　一度ご覧下さい。

【展示作品】
◎書・手工芸・絵画・陶芸など
【開催場所】
◎市民センター及びアトリエ向井
【開催期間】
◎３月２３日牙～３月２８日峨

ふれあい福祉相談日程（4月） 

広報紙（毎月２０日発行）



　
昔
、あ
る
と
こ
ろ
に
和
尚
さ
ん
と
こ
う

ず（
小
僧
）さ
ん
が
い
ま
し
た
。和
尚
さ
ん

は
大
の
ず
ー
し（
雑
炊
の
よ
う
な
も
の
）好

き
。そ
れ
で
こ
う
ず
さ
ん
は
毎
晩
、ず
ー
し

の
ご
飯
を
炊
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、こ
う
ず
さ
ん
は
ず
ー
し
が

嫌
い
で
ま
た
今
夜
も
ず
ー
し
か
と
思
う
と
、

ど
う
に
か
し
て
和
尚
さ
ん
が
、ず
ー
し
を

食
べ
な
く
な
る
方
法
は
な
い
も
の
か
と
考

え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、こ
ん
ど
は
辛
く
炊
い
て
み
よ

う
と
思
い
つ
き
ま
し
た
。辛
か
っ
た
ら
喉

が
渇
く
で
し
ょ
う
。そ
う
し
た
ら
、和
尚
さ

ん
は
き
っ
と
お
茶
を
飲
み
た
く
な
り
ま
す
。

こ
う
ず
さ
ん
は
、お
茶
は
く
ぁ
ん
す（
薬

缶
）に
も
入
っ
て
な
い
、は
ん
ず
が
め（
 水
 
み
ず

 甕
 ）に
も
水
の
入
っ
て
な
い
よ
う
に
、ぜ
ー

が
めん

ぶ
空
っ
ぽ
に
し
て
お
き
ま
し
た
。

　
さ
ー
て
そ
の
晩
、和
尚
さ
ん
は
ず
ー
し

が
大
好
き
だ
っ
た
の
で
辛
か
っ
た
の
で
す

が
や
っ
ぱ
り
た
く
さ
ん
食
べ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、和
尚
さ
ん
は
も
う

喉
が
渇
い
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
お
茶
を

飲
も
う
と
し
た
と
こ
ろ
、薬
缶
に
は
お
茶

は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。は
ん
ず
が
め
も
開

け
て
み
た
の
で
す
が
、そ
れ
に
も
水
は

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。み
ー
ん
な
空
っ
ぽ
で

し
た
。「
お
っ
と
ー
こ
う
ず
は
水
も
甕
に
汲

ん
で
な
い
こ
り
ゃ
た
ま
ら
ん
」も
う
カ
ワ

（
井
戸
）に
行
っ
て
飲
む
し
か
な
い
と
、和

尚
さ
ん
は
急
い
で
カ
ワ
の
と
こ
ろ
へ
来
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
カ
ワ
に
来
て
み
る
と
、そ
ば

に
何
や
ら
真
っ
白
い
も
の
が
立
っ
て
い
て
、

そ
れ
が「
私
は
カ
ワ
の
神
だ
。こ
の
夜
中
に

来
た
の
は
誰
だ
」と
言
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。和
尚
さ
ん
は
び
っ
く
り
。「
お
っ

と
ー
ど
う
し
よ
う
。こ
う
ず
が
ず
ー
し
を

辛
く
炊
い
た
も
の
で
喉
が
渇
い
て
た
ま
り

ま
せ
ん
。ど
う
ぞ
水
を
い
っ
ぱ
い
下
さ
い
」

と
頼
み
ま
し
た
。す
る
と
、「
だ
め
だ
」と
カ

ワ
の
神
さ
ん
が
言
い
ま
す
。

　
和
尚
さ
ん
は「
そ
う
言
わ
な
い
で
水
を

飲
ま
せ
て
下
さ
い
」と
頼
み
ま
し
た
。で
も

カ
ワ
の
神
さ
ん
は「
い
い
や
、だ
め
だ
」と

言
う
ば
か
り
。

　
い
よ
い
よ
も
っ
て
喉
が
渇
い
た
和
尚
さ

ん
は「
も
う
ど
う
に
も
こ
う
に
も
苦
し
く

て
た
ま
り
ま
せ
ん
。水
を
飲
ま
せ
て
く
だ

さ
い
」と
一
生
懸
命
頼
み
ま
し
た
。

　
す
る
と
、カ
ワ
の
神
さ
ん
は「
も
う
、

ず
ー
し
を
食
べ
な
い
な
ら
ば
飲
ん
で
も
よ

い
」と
言
う
の
で
、和
尚
さ
ん
は「
も
う

ず
ー
し
は
食
べ
ま
せ
ん
、ず
ー
し
の
ず
と

も
言
い
ま
せ
ん
」と
カ
ワ
の
神
さ
ん
に
約

束
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
和
尚
さ
ん
は
や
っ
と
水
を
飲
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。じ
つ
は
白
い
も
の

は
こ
う
ず
さ
ん
で
、白
い
布
を
か
ぶ
っ
て

カ
ワ
の
神
さ
ん
に
な
り
す
ま
し
て
い
た
の

で
す
。

　
そ
い
ば
っ
か
い
ば
ん
ね
み
ど
ん
。

（
※
昔
話
に
は
始
ま
り
と
終
わ
り
に
決
ま

り
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。諫
早
で
は「
む
か

し
ね
」が
は
じ
ま
り
の「
そ
い
ば
っ
か
い
ば

ん
ね
み
ど
ん
」は「
こ
れ
で
お
し
ま
い
」と

い
っ
た
決
ま
り
文
句
の
ひ
と
つ
で
す
。）　

諫
早
史
談
会
　
川
内
　
知
子

　諫早には、昔から伝えられてき
た様々な民話があります。楽しい
話や不思議な話・・・今回のシリー
ズでは、各地域に伝わる民話を１
話ずつ紹介していきます。第１回
目は、和尚さんと小憎さんの食べ
物をめぐるお話です。さあ、はじま
り、はじまり・・・。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.isahaya.nagasaki.jp/

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

isahaya@
city.isahaya.nagasaki.jp

■
編
集
・
発
行
　
諫
早
市
役
所
　
秘
書
広
報
課
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■
飯
盛
支
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1
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■
高
来
支
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1
1
1

32

■
小
長
井
支
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札
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9
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7
・
　
･
2
1
1
1

34

■川内　知子さんの略歴■
　諫早史談会会員。民俗を専門と
し、現在、干拓資料館　主任・学芸員。
日本民具学会会員など。

絵：中路　英恵さん




